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第１ 総則 

 

１ 施設の設置目的 

(1) 青少年の自立と社会性の発達を支援 

 青少年期は、社会人として自立するための前段階（準備期）であり、自己を確立し、社会

との関係を考えながら社会性を身につけていく時期に当たり、青少年が自分自身を知るとと

もに、主体的に社会との接点を持っていく経験が必要である。 

 しかし、近年、少子化や地域の人間関係の希薄化に伴い、青少年が社会性を身につけてい

く上で必要な、多様な人々との交流・集団活動の経験や直接体験の機会が不足している。 

 そこで、青少年の社会性の発達を支援する観点から、多様な人々が集まり、様々な活動を

通じて、青少年が集団の中での交流や自己表現を経験することのできる機会と場を提供する

ために、ユース・プラザを設置する。 

(2) 生涯学習の振興 

 一方、青少年に限らず、人々が生涯を通じて、自ら学び、文化やスポーツに親しむ機会を

充実させていくことは、都民の生活を豊かにし、活力ある社会を築いていく上で極めて重要

である。 

 そのため、都内にある様々な施設等を、都民の生涯学習のための資源として有効に活用し

ていくことが、行政サービスの効率化の観点からも求められている。 

 ユース・プラザにおいても、上記の青少年に焦点を当てた施設であることに加えて、その

施設や機能を有効に活用し、都民の生涯学習の場としての役割を持たせる。 

 

２ 本書の位置づけ 

本書は、東京都（以下「都」という。）が、多摩地域ユース・プラザ（仮称）整備等事業（以

下「本件事業」という。）を実施する選定事業者（以下「事業者」という。）を募集及び選定す

るに当たり、入札に参加する者（以下「入札参加者」という。）を対象に交付する「入札説明書」

と一体のものである。 

本書は、本件事業の遂行に関し、都が事業者に要求する業務水準を示すものであり、入札参

加者の提案にかかる具体的な指針である。 
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第２ 事業者が行う業務の範囲･内容 

 

１ 施設設計及び改修業務 

事業者は、本書に示す要求水準を満たした施設運営･維持管理を実現するために、設計、改修

及びそれらに関連する業務を行うこと。 

(1) 施設設計業務 

設計に当たっては、本書に示す「施設設計及び改修業務要求水準」、「運営業務要求水準」、

「維持管理業務要求水準」等を満たすようにすること。 

(2) 改修業務 

改修業務には、工事監理、備品等の設置、必要な諸手続、工事に伴う近隣対策等が含まれ

る。 

 

２ 運営業務 

事業者は、事業期間にわたって、本書に示す要求水準を満たした施設運営を行うこと。運営

業務は、以下の業務からなる。 

(1) 施設提供業務 

(2) 社会教育事業の実施 

(3) 青少年の活動に関する相談への対応、情報収集･提供（ユース・スクエアの運営） 

(4) 活動プログラムの提供 

(5) その他の業務 

その他の業務とは、営業及び広報活動、利用者モニタリング、周辺施設との連携等を言う。 

 

３ 維持管理業務 

事業者は、事業期間にわたって、本書に示す要求水準を満たした施設の維持管理を行うこ

と。 

維持管理業務は、以下の業務からなる。 

(1) 修繕業務 

(2) 清掃管理業務 

(3) 設備機器運転管理業務 

(4) 保安警備業務 

(5) 植栽管理業務 
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第３ 施設設計及び改修業務要求水準 

 

施設設計及び改修業務の概要 

事業者が行う業務 業務内容 

設計 施設設計業務 本件施設の設計 

設計に付随する業務 

既存校舎等の改修工事 

工事監理 

備品等の設置 

施設運営開始までに必要な諸手続き 

改修業務 既存校舎等の改修 

その他、改修工事に付随する業務 

 

１ 基本方針 

(1) 多摩地域ユース・プラザ（仮称）（以下「本件施設」という。）は、都立八王子高陵高等学

校の既存校舎等の建築物（以下「既存校舎等」という。）、校庭及び敷地内の山林等（以下「校

庭等」という。）を有効に活用して整備すること。 

(2) 既存校舎等を有効に活用して、文化･学習、スポーツ施設等の屋内活動施設及び宿泊施設を

整備すること。 

(3) 校庭等を有効に活用して、野外活動施設、屋外スポーツ施設等を整備すること。 

(4) 業務に当たっては、八王子市集合住宅等建築指導要綱及び東京都福祉のまちづくり条例を

遵守するとともに「東京都福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル」（東京都福祉局地域福

祉推進部）及び「公共建築物整備の基本方針」（東京都財務局営繕部作成）を最大限取り入れ

ること。 

 

２ 業務の前提条件 

(1) 敷地条件 

ア 事業計画地 東京都八王子市川町 55 番地 

イ 敷地面積  65,964 平方メートル（現在の都立八王子高陵高校の敷地） 

ウ 建築面積   6,419 平方メートル（現在の都立八王子高陵高校の建築面積） 

エ 施設面積  14,016 平方メートル（現在の都立八王子高陵高校の延床面積） 

オ 区域    市街化調整区域 

カ 用途地域  第１種低層住居専用地域 

キ 建ぺい率  30 パーセント 

ク 容積率   50 パーセント 

ケ その他  

(ｱ) 第１種高度地区 

(ｲ) 日影規制区域（3時間､2 時間､1.5 メートル） 
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(2) 現況施設の概要 

 当該施設の現況の概要は、以下の通りである。また、別冊１として「既存施設の建物･設備

等に関する情報」を提供する。 

なお、提案及び実施に当たっては、詳細等について、現地及び関係機関への確認を行うこと

（八王子高陵高校に関する照会、確認等については、入札説明書記載の本件事業の事務局ま

で問い合わせること。）。 

ア 既存校舎等 

(ｱ) 校舎棟 

鉄筋コンクリート造４階建 10,331.44 平方メートル 

a 普通教室及び演習室 24 室 

b 特別教室 11 室（各準備室） 

LL 教室、電算機室、美術室、調理室、被服室、視聴覚室、社会科室、科学室、音楽

室、生物室、物理室 

c その他 

図書館(司書室、書庫) 

昇降口、ホール、校長室、事務室、職員室、保健室、生徒会室、会議室、和室、放

送室、用務員室、警備員室、進路指導室、生徒指導室、電気室等、コモンスペース 

便所男女各 8箇所 

階段 3箇所 

(ｲ) 格技棟 

鉄骨鉄筋コンクリート造４階建 2,119.15 平方メートル 

剣道場、柔道場、部室、教員室、機械室、器具庫 

シャワー2室、更衣室２室、便所 男女各２箇所・剣道場便所 1箇所 

プール（屋上に 25 メートル 8コース、更衣室、シャワー、便所 2箇所） 

階段 2箇所 

(ｳ) 体育館棟 

鉄骨鉄筋コンクリート造２階建 1,598.10 平方メートル 

体育室（ステージ付）、器具庫、部室、控室、放送室 

階段 1箇所 

イ 設備 

(ｱ) 電気設備 

a 高圧引込   6.6KV300A 

b 受変電設備 単層トランス（油入式）100KVA ２基 

  ３層トランス（油入式）150KVA １基 

  ３層トランス（油入式） 20KVA １基 

c 電話設備 NTT 引込 0.5-30P CCP 

  MDF 150P 

  電子交換機（日立 CX256MS）  １基（増設あり） 
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d その他 テレビ共聴設備、一般放送、非常放送、電気時計、避雷針、 

自動火災報知器 

(ｲ) 給排水設備 

a 給水設備 給水 150φ本管より 80φにて引き込み 

(a) 受水層（屋外） FRP 製組立式 3×5×H3m （呼称 45 ㎥、有効 40㎥） 

(b) 高架水槽（屋上） FRP 製組立式 3×5×H3m （呼称 18 ㎥、有効 15㎥） 

(c) 揚水ポンプ 多段タービンポンプ（自動交互） 

80φ×500 １/分×35m×5.5KW 

(d) 給湯設備  局所方式（ガス瞬間湯沸器、電気温水器） 

(e) ガス設備  ガス 150φ本管より 150φにて引込み 

(f) 屋内消火栓設備 100φ×750 １/分×60m×15KW 

(g) 校庭散水設備 多段タービンポンプ（自動交互） 

80φ×560 １/分×69m×11KW 

(h) ﾌﾟｰﾙ循環ろ過設備 砂式 処理水量 90 ㎥/時 

(i) 浄化槽設備 日平均汚水量 105 ㎥/日（処理対象人員 384 人） 

合併処理、流入水水質 200ppm、放流水水質 5ppm 

(ｳ) 空調換気設備 

a 空調設備 空冷ヒートポンプ（セパレート型）パッケージ方式 

FF 式ガスヒーター 

b 換気設備 個別方式 

全熱交換型換気扇、中間ダクトファン、天井埋込換気扇 

ウ 校庭等 

(ｱ) グランド 

14,501 平方メートル 

200 メートルトラック、100 メートル直線コース、野球バックネット、サッカーキッキ

ングボード、テニスコート 3面、バレーボールコート 2面、ハンドボールコート 1面 

(ｲ) 屋外施設等 

器具庫、ゴミ置場、自転車置き場、駐車場等 

(ｳ) 山林 

23,465 平方メートル 

エ 設備等の接続状況 

(ｱ) 上水道 

引込取出本管    敷地北西 φ150 

管理者       八王子市 

(ｲ) 下水道（汚水） 

無（八王子市は、平成 20 年度全市域の汚水処理整備完了を目指している。） 

(ｳ) 下水道（雨水） 

排水先雨水管    敷地北西φ1,200 
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管理者       八王子市 

(ｴ) 都市ガス 

引込取出本管    敷地北西 φ150 

管理者       東京ガス 

(ｵ) 電話 

既存引込配管    敷地北西 FEP(50)×２ 

管理者       NTT 東日本 

(ｶ) 電気 

既存引込容量    PAS6.6kv 300A 

管理者       東京電力 

 

３ 建築物及び設備に関する事項 

(1) 規模 

事業者が整備する文化・学習施設、スポーツ施設、宿泊施設、管理施設等の建築物の延べ

床面積は、原則として現状施設の 14,016 ㎡を上限とすること（ただし、プール部分の機能変

更等、既存建物の改修による床面積の増加は可）。 

なお、民間提案事業のための新施設の建設はこの限りではない。 

(2) 整備の内容 

本件施設は、既存校舎等及び校庭等を活用して整備する施設であるが、高等学校から社会

教育施設へとその目的･用途を変更するため、高等学校としては整備されていなかった機能等

を新たに付加する必要がある。 

事業者は、以下を踏まえながら、本件施設の目的･用途を勘案して、必要な改修、設備の整

備等を行うこと。 

ア 宿泊機能を付加することに伴い、空調、給水・給湯等が可能となるよう、必要な設備等

を整備すること。 

イ 障害者の利用（養護学校等）が想定されるため、エレベーターを設置するとともに、バ

リアフリーに配慮すること。特に、緊急時における車椅子利用者の避難（避難用スロープ

の設置等）や聴覚障害者、視覚障害者等への情報伝達が確実に行えるようにすること。 

ウ 本件施設の利用者及び業務を行う者のために、敷地内に駐車場を設置すること。駐車場

の台数については、60 台以上とすること（東京都駐車場条例を参考とする。）。 

また、必要に応じて駐輪場を設置すること。 

エ 電灯、自家用発電、放送、換気、排煙、消火等の各設備の整備に当たっては、建築基準

法、消防法等各関連法規に基づいて整備すること。 

オ 本件施設は､事業者による事業期間終了後も引き続き同様の目的の施設として運営する

ことを想定している。したがって、施設整備に当たっては、少なくとも 20 年間の運営継続

が可能となるよう考慮すること。 

カ 不特定多数の利用に供する施設とするため、利便性及び安全性（緊急時の避難等）を考

慮した動線計画、サインの設置、案内システム等の整備を行うこと。 
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キ 児童、生徒等の利用に配慮し、窓、扉、壁、床、照明、家具等について破損及びケガを

しにくい仕様とすること。 

ク 閉校となった八王子高陵高校の記念として、以下の 3点を確実に保存すること。 

設置する場所については、来館者等が常に見ることができる位置及び環境を確保するこ

と（以下の(ｱ)及び(ｲ)については、現状の場所での保存を想定しているが、移設すること

も可）。 

(ｱ) モニュメント 

現在の正門を入ってすぐの右側にある像 

(ｲ) 庭石 

現在の校舎棟の西側の中庭に設置してある庭石一式 

(ｳ) 記念碑 

事業者への施設の引渡しまでに、新たに作製する予定 

大きさは、幅 50cm、奥行 40cm、高さ 100cm 程度のものを想定している。 

 

４ 各施設の機能及び性能に関する事項 

(1) 共通事項 

ア 各施設の想定及び要求水準は次項以降に示すが、(2)から(4)の活動施設については、一

般に今日の青少年にとって、音楽等の文化活動や工芸・工作、スポーツ活動、野外活動等

は、魅力的で人気があり、参加しやすい活動であることに加えて、集団での活動であり、

共同作業やチームワークなど直接的な人間関係を経験する場面と、その中で自分自身を表

現していく要素が含まれており、設置の目的に照らして効果的であると考えられることか

ら、設置を想定したものである。 

上記及び各施設の設置の趣旨を満たした上で、本書で示した各室のほかにも、全体の面

積の範囲内で、需要動向を勘案した事業者からの提案（例：アトリエ、パソコンルーム等）

も可能とする。事業者のノウハウや創意を生かした積極的な提案に期待するものである。 

イ 以下に示す各施設の想定のうち「想定している仕様等」欄及び別紙１「多摩地域ユース・

プラザ面積参考表」は、都のひとつのイメージである。事業者は、これらを参考としなが

ら、需要動向、自らの運営方法、将来の方向性等を勘案し、適切な施設を整備すること。 

ウ 事業者は、以下に示す各施設の機能及び性能を満たした上で、これ以外に新たな機能等

を付加し、自らの創意工夫による事業を行うことができる。（民間提案事業。本業務要求水

準書-第 6-7-(2)「新たな施設･設備等を設けて行う事業」参照） 

 

(2) 文化・学習施設 

ア 設置趣旨 

自主的に活動する青少年団体・サークル、学校等が、それぞれの目的に従って音楽・演

劇等の練習、会議・研修、工芸活動、交流活動等を行うことができる施設とする。 

イ 最低水準 

(ｱ) 下表に示す施設について、各 1室以上を必ず含み、計８室以上を整備すること。 
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(ｲ) (ｱ)の中には、養護学校の利用、幼児等のレクリエーション活動等、靴を脱いで直接座

っての活動に対応するため、和室タイプ(カーペット等でも可)の部屋を 1 室以上含むこ

と。 

(ｳ) 音楽･演劇室は NC30 程度、会議･研修室は NC35 程度の防音レベルを実現すること。 

ウ 既存施設の有効活用 

整備に当たっては、校舎棟を有効に活用すること。 

なお、既存の特別教室等の機能を継承して整備することも可能とする。 

エ 施設の想定 

施設名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

工芸室 ・ 陶芸、木工、ガラ

ス細工等の工芸

活動 

・ 学校（学級単位）

での利用、20～40

名程度の少年団

体の利用、個人で

の利用（ユース・

プラザのプログ

ラム提供業務等

での活用）等 

・ 床・壁・備品等は、工作等に

伴う傷・汚れ等に配慮した材

質・形状とする。 

・ 水道設備（洗い場）、換気装

置等を設ける。 

・ 陶芸窯、作業台、机、イス、

棚、各種工具、陶芸･木工等

の活動に必要な用具を備え

る。 

・ 必要な機械類や

工具等を安全に

保管する場所、陶

芸の乾燥のため

のスペース等、活

動に付随して必

要となる空間を

必要に応じて整

備する。 

音楽・演劇室 ・ 合唱、合奏、バン

ド、ﾐﾆｵｰｹｽﾄﾗ等の

練習 

・ 演劇の練習 

・ ダンスの練習 

・ 音響及び振動に配慮した壁、

天井、床とする。 

・ 壁に鏡を設置する。 

・ バンドの練習等を想定する

部屋は、アンプ使用を考慮し

た電気容量とコンセント数

を確保する。 

・ 録音及び再生機器（CD･MD･ｶ

ｾｯﾄﾃﾞｯｷ等、又はそれらを組

み合わせたｾｯﾄ等）、譜面台

等、ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉ、電子ﾋﾟｱﾉ、

ﾄﾞﾗﾑｾｯﾄ､ｷﾞﾀｰｱﾝﾌﾟ､ﾍﾞｰｽｱﾝ

ﾌﾟ､演劇用ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ、遮光ｶｰ

ﾃﾝ等を備える。 

・ 部屋の大きさは、

合唱のパート練

習やバンド等、少

人数での利用や、

合唱団等の大規

模な団体の利用

等、さまざまなケ

ースが想定でき

るので、適切な規

模を組み合わせ

て配置する。 

会議・研修室 ・ 30 人 程 度 の 会

議・研修での利用

・ テーブル、椅子、ホワイトボ

ード、ビデオデッキ、スクリ

ーン、録音及び再生機器、拡
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声機器 

 

(3) スポーツ施設 

ア 設置趣旨 

自主的に活動する青少年団体・サークル、学校等が、それぞれの目的に従ってスポーツ

の練習等を行うことができる施設とする。 

イ 最低水準 

屋内のスポーツ施設については、既存の体育館及び格技棟を活用して整備すること。 

屋外のスポーツ施設については、校庭等を有効に活用し、事業者の創意工夫による活動

施設等を整備すること。 

ウ 施設の想定 

 

室 名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

第１体育室 ・ バスケットボー

ル、バレーボー

ル、バドミント

ン、卓球等のスポ

ーツ 

・ ダンス等の練習 

・ 講演会、発表会等

の集会 

・ ミニコンサート 

・ （現状の仕様）  

第２体育室 ・ 剣道等武道の練

習 

・ ダンスの練習 

・ 大規模な合唱・演

劇等の練習等 

・ （現状の仕様）  

第３体育室 ・ 柔道の練習 ・ （現状の仕様） ・ 柔道専用とせず

に、フローリング

の体育室又は多

目的な部屋とし

て整備し、必要な

場合に畳等を敷

いて柔道で使用

することも可能

とする。 

屋外施設 ・ 屋外でのスポー ・ 敷地内の屋外部分を有効に ・ 事業者の運営方
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ツ練習等 活用した施設 

・ グランド、テニスコート等

（夜間照明付き） 

針や需要動向等

を勘案しながら

適切な施設を提

案する。 

 

(4) 野外活動施設 

ア 設置趣旨 

自主的に活動する青少年団体･サークル、学校等が、それぞれの目的に従って野外活動の

体験、練習等ができる施設とする。 

イ 最低水準 

(ｱ) テントサイト、野外炊さん場、キャンプファイヤー場については、必ず設置すること。 

(ｲ) 下表「その他施設」について、敷地内の屋外部分を有効に活用し、事業者の創意工夫

による活動施設等を整備すること。 

ウ 施設の想定 

施設名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

テントサイト ・ テント設営の練

習 

・ テント泊の体験 

・ 5 人用テントが 20 張程度設

営可能とする。 

・ 貸出し用テント 10 張り程度

を備える。 

 

野外炊さん場 ・ 野外炊さんの練

習及び体験 

・ デイキャンプ 

・ かまど、水場を設置する。 

・ 屋根を設け、ある程度の雨天

時でも活動が可能な施設と

する。 

・ 20 場程度の利用が可能とす

る。 

ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ場 ・ ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ等、火

を使う活動 

・ 野外における交

流活動、簡易な集

会 

 ・ 火を使用しても

安全な広さ及び

周囲の環境を確

保する。 

 

トイレ ・ 主に野外活動施

設利用者の利便 

  

倉庫 ・ 主に野外活動施

設で使用する用

具等の保管 

  

その他の施設 ・ その他、施設の設

置趣旨に基づく

・ 敷地内の屋外部分を有効に

活用した施設 

事業者自身の運営

方針や需要の動
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活動、交流等の利

用 

・ 広場、散策路、畑等 向等を勘案しな

がら、適切な施設

を提案する。 

 

(5) 宿泊施設 

ア 設置趣旨 

本件施設を利用する団体及び個人が、宿泊・食事・入浴等、日常生活を快適に過ごすこ

とができる施設とする。 

イ 最低水準 

(ｱ) 宿泊定員は、200 人程度で適切な規模とすること。 

(ｲ) 養護学校等の利用を想定した10人程度の和室タイプの宿泊室を3室以上設置すること。 

(ｳ) 宿泊室は、NC30 程度の防音レベルを実現すること。 

(ｴ) 宿泊室には、全室、トイレ・洗面所を設置すること。 

(ｵ) 浴場は、利用人数に応じた柔軟な組合せや、養護学校等貸切りでの利用への対応のた

め 3室以上設置すること。 

(ｶ) 浴場は、障害者の利用に配慮して整備すること。 

(ｷ) 宿泊者の懇談のためのラウンジを設置すること。 

ウ 施設の想定 

施設名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

宿泊室 ・ 本件施設及び周辺

施設等利用者の合

宿等での宿泊。 

・ その他、施設の有

効利用の観点から

の利用者の宿泊

（観光･ﾋﾞｼﾞﾈｽ客

等） 

・ 団体タイプ（４～６人室

で和洋の２タイプ及び 10

人和室）と個室タイプ（１

～２人室）で構成する。 

・ 10 人和室以外には各室に

ユニットバスを設置す

る。 

・ 各室での操作が可能な冷

暖房設備とする。 

・ 想定している仕様で

は、少年団体や小学校

等の利用に対応するた

め団体タイプを設定し

ている。 

浴場 ・ 宿泊者の入浴 ・ 浴場は、脱衣室、浴室及

びトイレで構成する。 

・ 段差を設けない。 

・ 必要な手すりを設ける。 

・ 浴室内の洗い場に、カラ

ン、シャワー口、鏡を設

置する。 

・ 浴室及び脱衣室には温度

調節可能な給水設備を設

・ 各浴場の規模は、団体

での利用も想定し、適

切な規模を設定する。 

・ 都は、経費等を考慮し、

既存格技棟屋上のプー

ル部分を活用した整備

を想定している（事業

者の提案により他に整

備することも可）。 
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置すること。 

ラウンジ ・ 宿泊者の談話、休

憩 

・ 宿泊室の近くに設置す

る。 

・ 椅子、テーブル等を配置

する。 

・ ラウンジの音が他の宿

泊者に影響を与えない

よう設置場所等に配慮

する。 

洗面所 ・ 宿泊利用者の洗面

等 

・ 宿泊室の近くに設置す

る。 

・ 団体利用者は、一斉に

洗面等を行うことが想

定されるため、効率的

に洗面を行うことがで

きるよう、設置場所･規

模等に配慮する。ただ

し、他の方法等により

混乱回避が見込める場

合は、必ずしも洗面所

を設置する必要はな

い。 

リネン室 ・ シーツ、布団の予

備等の収納。ベッ

ドメイキング及び

シーツの貸出業務 

・ シーツ棚、布団棚等を設

置する。 

ランドリー ・ 宿泊者等の衣類の

洗濯及び乾燥 

・ 男女各１室を設置する。 

・ コイン式の洗濯機、乾燥

機を各室３台設置する。 

 

(6) 一般公開施設（ユース・スクエア） 

ア 設置趣旨 

利用者、来館所等の自由な交流の場として設置する。 

予約なしで日常的に自由に立ち寄れる空間で、ロビーとしての機能も併せ持ちながら、

本件施設に関わる様々な取組や情報が集約的に表現される場として、施設をＰＲし、印象

づける役割を持たせる。 

イ 最低水準 

必ず設置すること。 

ウ 施設の想定 

室 名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

ユース・ 

スクエア 

・ 利用団体、青少年（個人も含

む。）をはじめとした来館者の

交流、情報交換、簡易なイベン

・ ソファー、椅子、テーブ

ル、雑誌架等を設置す

る。 

・ エントランス、文化

学習施設、共用施設

等との動線に配慮
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トを行う場とする。 

例：利用している合唱団体の

ミニコンサート（来館者が

自由に見られる。） 

例：工芸活動、自然体験等に

関連した簡易な活動やＮ

ＰＯ等が行うワークショ

ップ等への体験参加イベ

ント 

・ 利用団体や主催事業の成果の

発表（音楽、演劇等のパフォー

マンスや展示・掲示等による発

表等）を行う場とする。 

・ 青少年の自然体験活動に関す

る各種の情報・資料等を、掲示、

展示、配布、閲覧、情報端末操

作、対面相談等の方法により提

供する場とする。 

・ 掲示、展示等に必要なス

ペース、掲示板、吊りレ

ール等を設置する。 

・ 移動式の簡易ステージ

を設置する。 

・ パーテーションを設置

する。 

・ パンフレットスタンド

を設置する。 

・ 活動の相談を行うこと

のできるコーナーを設

ける。 

・ インターネットの利用

を含め、パソコン等の端

末が利用可能とする。 

・ 別に持ち込んだ情報機

器や将来の拡張性にも

配慮（端末の設置等）す

る。 

・ 喫茶サービスの提供が

受けられる。 

 

し、来館者が気軽に

立ち寄りやすい位

置に配置する。 

・ 自由にくつろげる

空間として、明るく

開放的な雰囲気と

する。 

・ 不特定多数の人が

集まり、簡易なイベ

ントができるよう、

ある程度の広さ（必

要に応じて多目的

に使えるスペース）

と、柔軟性をもった

空間とする。 

 

(7) 管理施設 

ア 設置趣旨 

受付、案内、施設の管理及び運営事務並びに防火・防犯等監視・安全管理のための施設

とする。 

イ 最低水準 

施設の管理運営に支障のないように整備すること。 

ウ 施設の想定 

室 名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

受付カウンタ

ー 

・ 利用者のチェックイ

ン、チェックアウト

の把握及び受付・応

接等 

・ 利用者の受付業務のための

カウンターを設置する。 

・ 受付等に必要な事務、ＯＡ

備品等を備える。 

・ メインエントラン

ス付近に配置 

事務室 ・ 本件施設の運営全般

に関わる事務 

・ 応接コーナーを設置する。 

・ ユース・プラザ各施設の予
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・ その他、施設利用相

談業務・利用予約受

付業務・備品貸出業

務等 

約状況等を管理できるコン

ピュータ端末等を設置す

る。 

・ ユース・プラザ運営事務全

般に必要な備品等を備え

る。 

中央管理室 ・ 防災センター 

・ 館内の警備センター

・ 火災報知器監視盤、非常放

送設備、エレベーター運転

監視盤、各設備運転監視盤

他、各種機器の集中管理パ

ネルを設置する。 

 

 

(8) 共用施設 

ア 最低水準 

(ｱ) 施設の管理運営に支障のないように整備すること。 

(ｲ) バリアフリーに配慮し、エレベーターを設置すること。 

(ｳ) エントランスは、車椅子等での利用にも配慮したものとすること。 

イ 施設の想定 

室 名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

機械室 ・ 必要な機械類の設

置 

廊下・階段 ・ 多人数の使用に配慮し、

機能的で使いやすい仕

様とし、幅員についても

余裕のあるものとする。

・ 安全で分かりやすい避

難動線に配慮すること。

エントラン

ス 

・ 本件施設のメイン

エントランス 

・ スライド式の自動

ドアで間口に余裕

のあるものとする。

・ 傘立てを設置する。

・ 野外活動施設があるた

め、靴等に土や泥の付着

することが予想される

ので、考慮する。 

エレベータ

ー 

・ 利用者の利便 

・ 車椅子利用者等の

施設利用の保障 

・ 3 台程度を設置す

る。 

・ 養護学校等車椅子での

多人数での利用が想定

されるので、エレベータ

ーの大きさ、台数、配置

等に当たっては考慮す

る。 
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・ 現在のプール部分の整

備内容に応じて、当該部

分へのアプローチにつ

いても配慮する。 

・ トイレ ・ 各階の適切な位置に男

女別トイレを設置する。

・ 倉 庫 ・ 活動施設等で使用

する共用備品等の

収納 

・ 活動施設等の配置を考

慮した部屋の設置を行

う。 

 

(9) その他 

ア 最低水準 

(ｱ) 利用者の安全及び便宜を考慮し、円滑な運営が実現できるように整備すること。 

(ｲ) 保健室、保育室及び活動支援室については、必ず設置すること。 

(ｳ) レストラン及び売店については、利用者が食事等を確実に取れるよう、事業者が想定

するサービスの提供方法に応じて適切に整備すること。 

イ 施設の想定 

室 名 使用目的 想定している仕様等 留意事項等 

レストラン 

 

・ 宿泊者及び施設利用

者への食事及び喫茶

のサービス提供 

・ テーブル、椅子、その

他、食事等の提供に必

要な備品を備える。 

・ 少人数利用から団体

利用まで対応できる

ようにテーブルの形

態等を工夫する。 

・ 車椅子での利用に配

慮し、段差は設けな

い。 

・ 採光等を工夫し、明る

い雰囲気とする。 

・ 厨房施設・設備を含

む。 

・ 団体利用施設であ

り、団体ごとの一斉

の食事が想定され

るが、混乱なく、効

率的に運営できる

よう、需要見込みや

提供方法を考慮し、

適切な広さを設定

する。 

売 店 ・ 施設利用者の利便の

向上を図るための物

品の販売 

・ 売店に必要な什器、備

品等を備える。 

・ レストラン、事務室

等の一部を売店（物

品の販売場所）とす

ることも可能とす

る。 
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再調理場 ・ 養護学校等障害者の

利用における再調理

（普通に調理された

ものに更に手を加え

て、その人の摂食機能

に見合った食物の形

態にすること。）のた

めのスペース 

※特別な理由によ

り、施設利用者か

らの申し出があ

る場合に利用で

きるコーナーと

する。 

※なお、厨房職員が

再調理を行い、調

理済みの食事を

提供することも

可能とする。 

・ 再調理に必要な器具

のためのコンセント

を確保する。 

・ 洗い場を設置する。 

・ 水道、給湯設備等を設

置する。 

・ 電子レンジ、電磁調理

器、フードプロセッサ

ー、ミルサー、ポット、

鍋、釜等の調理器具を

備える。 

・ 再調理用の食器を備

える。 

・ 洗い場は、再調理の

過程で食材等が流

れることを考慮し

て排水等に工夫す

る。 

保健室 

 

・ 利用者の怪我等の場

合の応急手当等 

・ ベッドを備える。 

・ 医薬品等を備える。 

保育室 

 

・ 施設利用者の幼児等

の保育 

・ 幼児の利用に配慮し

た安全な材質の床及

び壁、設備、備品等と

する。 

活動支援室 ・ 資料の作成、印刷等、

利用団体の活動に伴

う軽作業 

・ OA 機器、印刷機、テー

ブル（作業台）を備え

る。 

・ ユース・スクエア等

他の施設の一角に

設置することも可

能とする。 
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第４ 運営業務要求水準 

 

運営業務の概要 

事業者が行う業務 業務内容 

開館時間等の設定 

利用料金体系の設定 

利用者の決定方法の設定 

料金の徴収方法の設定 

施設提供に当たっての条件の

設定 

規則、様式等の整備 

利用の受付 

空室状況の公開 

料金の徴収 

入館及び退館への対応 

各施設の提供 

利用者への支援 

急病等への対応 

施設提供業務 

施設提供業務 

緊急時の対応 

企画立案 

社会教育事業等企画委員会への出席（都との協議） 

プログラムの作成等 

講師の委嘱 

ＰＲ及び問い合わせへの対応 

応募受付 

実施当日の準備及び運営 

参加者へのアンケート調査の実施・分析 

参加者からの実施後の問い合わせ等への対応 

実施結果の都への報告 

社会教育事業 企画、準備、実施 

その他 

活動に関する相談への対応 

活動情報の収集と提供 

利用団体相互の交流の促進 

ボランティアの活用 

青少年の活動に関

する相談への対応、

情報収集･提供（ﾕｰ

ｽ・ｽｸｴｱ） 

企画、準備、実施 

その他 

企画、指導者等との打ち合わせ 

プログラム作成、ＰＲ 

利用者との打ち合わせ 

活動プログラムの

提供 

企画、準備、プログラム提供 

材料・設備・指導者等のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 

営業及び広報活動  

利用者モニタリング アンケート、懇談会等による利用者等の意見の把握 

周辺諸施設との連携 連携プラン等の作成 

企業協賛金の獲得等  

その他 

開業前の業務 開業（運営開始）以前に必要な業務の実施 
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１ 基本的な考え方（運営理念） 

本件施設の設置目的を、効果的、効率的に実現するため、特に以下の観点を重視して運営に

当たる。 

(1) だれにでも開かれた親しみやすい施設 

使いやすい施設整備と都民の多様なニーズにタイムリーにこたえる魅力的な運営を心がけ、

様々な人々が集う、にぎわいのある施設を目指す。 

(2) リーズナブルな利用料金の設定 

 設置目的の確実な実現と、効率的な運営及び市場動向とのバランス等に配慮し、適正な料

金及びサービスの構築を目指す。 

(3) 快適なサービスの提供 

 民間に蓄積されたノウハウやサービス精神を導入し、より快適で良質なサービスの提供を

目指す。 

(4) 創造と発信の重視 

青少年の多様な活動を積極的に支援するとともに、ユース・プラザに蓄積された成果等を

広く外に向けてアピールし、青少年の文化創造・発信の拠点を目指す。 

 

２ 施設提供業務 

(1) 基本要件 

ア 対象者 

特に制限はしない。 

なお、想定する対象者についは、別紙２を参照 

イ 開館日 

原則として通年開館とする。ただし、保守点検、計画修繕工事等の合理的な理由がある

場合は休館することができる。 

ウ 運営開始日 

平成 17 年 4 月 1日からとする。 

 

(2) 施設提供に当たっての条件の設定 

 事業者は、本件施設を利用者に提供するに当たって、あらかじめ以下の設定を行うこと。 

ア 開館時間等 

(ｱ) 開館時間（来館者等が自由に立ち入れる時間） 

活動施設の利用時間、活動準備等に要する時間、安全管理等を考慮して設定すること。 

また、夜間等、開館時間以外の利用者の出入りについては、安全管理に十分配慮した

上で対応すること。 

(ｲ) 活動施設の利用時間 

文化・学習施設及びスポーツ施設の利用時間は、原則として 9:00～22:00 とすること。
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これ以外の時間の活動施設の提供については、事業者の判断により可能とする。 

野外活動施設の利用時間については、テントサイトでの宿泊等に配慮しながら、照明

設備、安全管理の体制等を考慮し、適切な時間を設定すること。 

(ｳ) 宿泊施設のチェックイン及びチェックアウトの時間 

チェックイン以前及びチェックアウト以後の活動施設の利用希望が想定されるので、

チェックイン及びチェックアウトの時間設定や当該利用者の荷物の保管等に配慮するこ

と。 

イ 利用料金体系 

(ｱ) 基本料金体系 

事業者は、別紙２に示す主たる対象者が文化･学習施設、スポーツ施設、野外活動施設

及び宿泊施設を利用する場合について、基本となる利用料金を設定すること。 

a 基本的な考え方 

施設の整備水準、経費、需要の見通し、現行施設（青年の家）その他類似施設の状

況等を総合的に勘案するとともに、施設の設置目的及びその公共性並びに市場動向と

のバランスに十分に配慮して、適正な金額を設定すること。 

b 設定に当たって満たすべき条件 

(a) 別紙３に示す料金を上限として設定すること。 

(b) 文化・学習施設、スポーツ施設及び野外活動施設の利用における「青少年団体の利

用」及び「一般の利用」の定義を遵守するとともに両者の利用料金に差を設けること。 

(c) 宿泊施設の利用における、「少年」、「青年」及び「一般」の定義を遵守するとともに

これらの利用において、それぞれの利用料金に差を設けること。 

c 留意事項 

事業者は、施設の利用に伴う付帯設備及び備品等の利用について、施設の整備水準、

現行施設その他類似施設の状況等を勘案して、利用料金（無料も可）を設定すること

ができる。 

(ｲ) 割引料金等、多様な料金の設定 

事業者は、利用の促進を図り、施設の有効利用を促進するために、基本料金体系に対

して、割引、特別プラン等事業者の創意工夫による各種料金を設定することができる。 

a 割引 

事業者は、自己の使用のほか、施設の有効利用、利用の促進、利用者の利便性の向

上、公共性等を勘案し、各種の割引料金（曜日や時期による割引、複数施設の利用に

伴う割引、宿泊者の活動施設料金割引、定期的利用の割引等）を設定することができ

る。 

b 時間外料金 

事業者は、活動施設の利用可能時間の設定等に応じて、それ以外の時間の活動施設

の利用料金を設定することができる。 

c 特別プラン 

事業者は、各種のプログラム等（本件施設及び周辺施設等を活用したプログラム、
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ユース・スクエアで提供する活動支援プログラム、近隣等の見学・観光等）をあらか

じめセットにしたユース・プラザ利用プラン等の特別プランを設定することができる。 

(ｳ) 割増料金の設定 

施設の有効利用の観点から、主たる対象者以外の利用にも施設を提供することができ

るが、その際には、上記基本料金に対して割増料金を設定し、本来の利用との差を設け

ること。 

a 文化・学習施設、スポーツ施設及び野外活動施設 

営業目的での利用に貸し出す場合には、割増料金を設定すること。 

事業者は、設置の目的、本来の対象である自主的な団体等の料金との明確な差、類

似施設の状況等を考慮し、その場合の料金を設定する。 

営業目的での利用とは、利用者が本件施設の文化・学習施設、スポーツ施設又は野

外活動施設を参加料の徴収又はこれに類する取扱いをする活動に使用する場合をいう。 

b 宿泊施設 

主たる対象者以外の宿泊施設の利用（例えば、観光、ビジネス等、専ら宿泊施設の

みを使う利用等）について、割増料金を設定すること。 

事業者は、設置の目的、主たる対象者の宿泊料金との明確な差、類似施設の状況等

を考慮し、その場合の料金を設定する。 

 

 

※《参考》対象者及び利用料金体系の設定についての整理 

利用料金体系の設定 
対象者の分類 
（別紙２） 

 
 
 

文化･学習施設 
スポーツ施設 
野外活動施設 

宿泊施設 設定方法 

自主的に活動する団
体･ｻｰｸﾙ等 

学校教育活動 

(ｱ)
基
本
料
金 

 
 

・年齢･人数により定義 

・料金に差 

青少年団体 
一般 

 

少年 
青年 
一般 

・年齢により定義 

・料金に差 

都が示す上限金額（別
紙３）の範囲内で事業
者が設定 

個人利用 
・本件施設等を使って活動
する者 

・社会教育事業参加者 

主
た
る
対
象
者 (ｲ)

割
引
等 

・割引料金 
・時間外料金 
・特別プラン   等 

・割引料金 
・特別プラン 
        等 

基本料金体系に対して
事業者が設定 

(ｳ)
割
増 

・営業目的での利用へ
の貸出し    等 

・主たる対象者以外
の宿泊利用 

基本料金体系に対して
事業者が設定 上記以外 

そ
の
他 

その他、特別ﾌﾟﾗﾝ等 事業者が設定 

 

 

ウ 利用者の決定方法 

事業者は、利用の受付から利用者の決定に至る方法や手続等の仕組みを設定すること。 

(ｱ) 利用の受付 
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a 利用受付体系の設定 

事業者は、文化・学習施設、スポーツ施設、野外活動施設及び宿泊施設の利用受付

体系を設定すること。設定に当たっては、自らの運営の方法、需要の動向、類似施設

の状況、現行施設（青年の家）の状況等を勘案し、適切と思われる利用受付体系を事

業者が設定すること。 

また、その際は公平性及び透明性の確保に十分に配慮すること。 

設定する利用受付体系は、以下の条件を満たすこと。 

(a) 文化・学習施設、スポーツ施設、野外活動施設及び宿泊施設の受付時期は、原則と

して同一とする。 

(b) 青少年団体の利用については、休日等の利用について他よりも一定期間優先して受

け付ける。 

「休日等の利用」とは、以下の利用をいう。 

対象時期 該当する利用 

土曜日・日曜日 当日の日帰り 

前日（金曜日・土曜日）の宿泊 

祝日 当日の日帰り 

前日の宿泊 

都内の公立学校の長期休業期間 

（春・夏・冬） 

当日の宿泊･日帰り 

長期休業初日の前日の宿泊 

(c) 以下に掲げる利用の申込みについては、利用受付体系で設定した受付開始以前にお

いても受け付けること。 

① 東京都又は東京都教育委員会が主催若しくは共催する事業 

② 区市町村又は区市町村教育委員会が主催若しくは共催する事業 

③ 都内の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲学校、ろう学校及び養護学校が

行う学校教育活動としての利用 

④ 全都レベル以上の交流・研修事業等 

⑤ その他、上記に準ずると特に認められる場合 

b 受付方法の設定 

事業者は、来館、電話、郵送、ファクシミリ、インターネット等通常想定される方

法を使用した受付の仕組みを設定すること。 

(a) 受付方法の設定に当たっては、受付可能な時間帯（インターネットによる 24 時間受

付等）を含め、利用者の便宜を特に考慮すること。 

(b) 事業者は、受付及び受付後の確認に必要な書式・様式等を定めることができる。そ

の場合は、利用者の便宜に配慮し、できるだけ簡素なものとする。 

c 開館前の利用受付業務 

利用受付業務及び関連する問い合わせ等への対応は、本件施設開館の少なくとも 1

年前から行うこと。 
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事業者は、当該期間における、そのための体制と受付の仕組みをあらかじめ確保す

ること。 

(ｲ) 利用者の決定 

事業者は、利用者の決定に係る方法、手続、利用を認めない場合等を設定すること。 

利用者の決定方法については、公平性を確実に担保するよう十分に配慮すること。例

えば、公平性を担保する上では、受付順（先着順）等が考えられるが、その場合は多様

な受付方法（郵送とインターネットの関係等）による順位の判定の混乱が予想されるの

で、十分な工夫をする必要がある。 

また、時期等により決定方法に差を設けること（例えば、通常は先着順だが、利用の

申込みが殺到する時期は抽選とする等）も可能とする。 

エ 料金の徴収方法 

事業者は、利用者の利便性に配慮して、利用料金の徴収方法を設定すること。 

また、事業者は、施設利用の確実性の確保（安易なキャンセルの予防等）のために、

予約金、キャンセル料等の仕組みを設定することができる。 

オ 規則、様式の整備 

(ｱ) 規則の制定 

事業者は、利用者が施設を利用するに当たって守るべき規則を定めること。 

宿泊室における男女の同室は、家族及び介助の必要がある利用者の場合を除き認めな

いこととする。 

これ以外の規則は、以下の観点に配慮し、事業者が定める。 

a 利用者の活動・交流の機会や場所を公平に提供するため。 

b 利用者のプライバシーを確保するため。 

c 利用者、従業員等の安全衛生を確保するため。 

d 騒音等、他の利用者及び近隣等への迷惑を事前に回避するため。 

e 施設及び備品等の破損、汚損等を防ぐため。 

f 防犯のため。 

なお、事業者が定めた規則については、都との協議を経た上で公表すること。 

(ｲ) 規則違反への対応 

利用者の故意又は重大な過失による規則違反があった場合は、利用を停止することが

できる。施設、備品等の破損については、利用者に対して実費弁償を請求することがで

きる。 

(ｳ) 諸様式の整備 

事業者は、施設利用申込書をはじめ、施設の運営に必要な諸様式を定めるものとする。 
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※《参考》 

「(1)基本要件」、「(2)施設提供に当たっての条件の設定」についての整理 

事業者が設定 

項目 都が指定 都からの 

一定の条件あり 

都からの 

留意事項あり 

対象者 ●   

開館日 ●   

運営開始日 ●   

開館時間   ● 

活動施設利用時間  ●  

宿泊施設ﾁｪｯｸｲﾝ･ﾁｪｯｸｱｳﾄ時間   ● 

基本料金体系  ●  
利用料金 

割増、割引料金等   ● 

利用受付体系  ●  

受付方法   ● 利用者決定方法 

利用者決定方法   ● 

料金の徴収方法   ● 

規則、様式等の整備  ●  

 

 

(3) 施設提供業務 

事業者は、以下の業務を行う。 

ア 利用の受付 

事業者は、文化・学習施設、スポーツ施設、野外活動施設及び宿泊施設の利用受付及び

利用者の決定を行う。 

イ 空室状況の公開 

利用者の申込みの利便を図るとともに、利用受付制度の透明性・公平性を確保するため、

空室状況については、常に公開すること。 

公開に当たっては、インターネット等を活用するなど、だれでも即時に情報を得ること

ができるよう工夫すること。 

また、事業者は、適正で効率的な施設提供を行い、より多くの団体に利用機会を提供す

るために、キャンセル待ちの仕組み等を作ることができる。 

ウ 料金の徴収 

事業者は、文化・学習施設、スポーツ施設、野外活動施設及び宿泊施設の提供に当たっ

ての料金徴収業務を行う。 

エ 入館及び退館への対応 
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事業者は、施設利用者の入館及び退館に関する手続（鍵の授受、料金の精算、宿泊者名

簿の受領等）を行う。 

なお、鍵の整備、貸し出し、回収及び管理に当たっては、団体利用が多いこと、複数団

体が同時に滞在・利用していること等に留意し、利用者の利便性及び安全性に十分に配慮

すること。 

オ 各施設の提供 

事業者は、利用者が各施設を安全かつ快適に利用するために必要な業務を行う。 

(ｱ) 文化･学習、スポーツ及び野外活動施設 

事業者は、各施設の施錠管理、備品、設備等の管理等を適切に行い、利用者に各施設

を提供する。 

また、野外活動施設の提供に当たっては、以下の点に留意し、必要な対策（仕組みづ

くり、利用者への周知、確認の仕組み等）をあらかじめ講じておくこと。 

a 火気の使用に伴う危険の回避・予防（火気の使用時間、場所の設定等） 

b 発生するゴミ等の処理 

c 音、火、煙等の他の利用者及び近隣に対する影響への配慮 

d 緊急時の連絡方法の確立及び利用者への周知 

e その他、利用者の安全及び衛生の管理、他の利用者及び近隣への迷惑の回避等のため

に必要と思われる事項 

(ｲ) 宿泊施設 

a 清掃及びベッドメイキング 

事業者は、宿泊施設の清掃及びベッドメイキングを行う。ただし、利用者が事前に

希望した場合は、利用者に宿泊室の自主的な清掃等を行わせることができる（例えば、

少年団体等が、子どもたちへの教育活動の一環として、自ら泊まった部屋の清掃や自

ら使う寝具の準備をさせる場合等）。自主的な清掃とした場合でも、次の利用者に提供

する前には、事業者が清掃状況等を確認すること。 

なお、団体タイプの宿泊室については、事業者はリネン類の配布及び回収を行い、

ベッドメイキングは利用者のセルフサービスとすることもできる。 

b ラウンジの整備 

宿泊者の休憩、懇談等の場として、滞在を快適にするために必要と思われる環境（例

えば、テレビ等を見ることができる等）を保つこと。 

(ｳ) その他の施設 

a 浴場 

事業者は、本件施設の宿泊利用者に対して浴場を提供すること。 

なお、本件施設の宿泊利用者以外に対して浴場を提供することも可能とする。 

本件施設の宿泊利用者の浴場の利用は無料とする。 

浴場の提供に当たっては、例えば養護学校の利用等貸切での利用が必要な場合、宿

泊利用者の男女比が極端に偏っている場合等、さまざまなケースが想定されるので、

柔軟で効率的な運営に配慮すること。 
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b 保育室 

事業者は、文化・学習施設、スポーツ施設及び野外活動施設を利用する団体等が幼

児の保育を必要する場合に、保育室を提供すること。 

保育室は、利用団体の責任において利用するものとし、事業者は、保育室の利用に

係る手続等を定め、受付及び利用の決定を行う。その際は、利用を希望する団体に対

して、利用に当たって事故等のないよう、保育者の確保、幼児の健康状態の把握等を

利用団体の責任において確実に行うことを求めることとする。 

c 活動支援室（印刷室） 

事業者は、本件施設の利用団体等に、活動に必要な資料等の作成に伴うＯＡ機器等

の使用、印刷、軽作業等のできる場所として、活動支援室（印刷室）を提供すること。 

活動支援室の利用は無料とするが、用紙等の消耗品の利用に対しては、対価を徴収

することができる。 

カ 飲食等の提供 

(ｱ) 飲食及び物品の販売 

施設利用者に、食事、喫茶等の飲食及び活動･滞在の利便性を高めるための物品を提供･

販売すること。食事には、朝食、昼食、夕食を必ず含むこと。 

提供･販売する食事等の内容（メニュー）、方法（ケータリング等の活用も可）及び料

金等は事業者が設定する。 

酒類の提供に当たっては、青少年が多数利用する施設であることに留意し、方法、時

間等の設定に配慮すること。 

(ｲ) 再調理場 

養護学校等障害者の食事に際しては、食材の再調理・再加工（フードプロセッサー等

による粉砕等）の希望に対応できるよう、再調理場を提供すること。 

再調理場の提供に当たっては、事前の申出・打ち合わせによる確認を行うなどの仕組

みを作り、利用者の持込みによる事故・トラブル等が発生しないよう十分に注意するこ

と。 

なお、再調理場の提供によらず、事業者（厨房の職員等）が再調理を行い、利用者の

希望に合った調理･加工済みの食事を直接提供する方法によることも可能である。 

キ 利用者への支援 

事業者は、施設利用者が円滑な活動及び快適な滞在ができるよう、その支援を行う。 

(ｱ) 用具等の貸出 

事業者は、利用者の活動等の便宜を図るために、各室の付帯設備以外に必要と思われ

る備品、用具等を備え、利用者の希望に応じて貸し出す。 

貸し出し物品の選定に当たっては、施設の整備水準、利用者の傾向及び要望、類似施

設の状況等を勘案すること。 

(ｲ) 来館に当たっての利便 

本件施設の立地及び交通機関の状況等を考慮し、利用者の来館に当たっての利便性に

配慮すること。 
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本件施設利用者が敷地内駐車場を利用する場合は、駐車料金は無料とすること。 
(ｳ) その他窓口業務 

その他、活動及び滞在に関する問い合わせ等への対応、電話等での各種問い合わせへ

の対応、来館者及び見学者等への応接（施設の案内）等、必要な対応を行うこと。 

ク 急病等への対応 

本件施設の利用者、来館者等の急な病気、けが等に対応できるよう、保健室、事務室等

に簡易な薬品等の用意を行うとともに、近隣の医療機関等と連携し、緊急時には的確な対

応を行うこと。 

ケ 緊急時の対応 

事業者は、災害等緊急時の利用者の避難、誘導、安全確保等及び必要な通報等について

の対応計画を作成し、緊急事態の発生時には的確に対応すること。 

また、事業者は、災害時等に都が緊急に避難場所として本件施設を使用する必要がある

ときは、都の指示により、優先して避難者等を受け入れることとする。 

 

３ 社会教育事業の実施 

(1) 内容  

設置の目的に沿った講座等の社会教育事業を実施する。 

実施する講座等については、実施前年度の５月～７月に、都、事業者、有識者等で構成する

社会教育事業等企画委員会を開催して社会教育事業の実施計画を決定する。 

事業者は、以下の業務を行うこと。各業務等の考え方及び詳細については、別紙４に示すと

おりである。 

ア 企画立案 

イ 社会教育事業等企画委員会への出席及び都との協議 

ウ プログラムの作成等 

エ 講師の委嘱 

オ ＰＲ及び問い合わせへの対応 

カ 応募受付 

キ 実施当日の準備及び運営 

ク 参加者へのアンケート調査の実施・分析 

ケ 参加者からの実施後の問い合わせ等への対応 

コ 実施結果の都への報告 

サ その他講座等の趣旨を効果的に実現するため又は準備及び実施を円滑に進めるために必

要な業務 

(2) 都と事業者の協働と役割分担 

 社会教育事業は、公共性、社会性が強く、行政施策として実施するものであるが、都に蓄

積されたノウハウや情報と、民間（事業者）のノウハウ、情報及び行動力を合わせ、協働し

て事業化することで、より効果的・効率的な実施を図るものである。 

 社会教育事業に係る都と事業者の役割分担の基本的な考え方は、以下のとおりである。 
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ア 企画 

社会教育事業の企画に当たっては、都は政策的要請の観点から、事業者は現場のニーズ、

利用者等の状況及び周辺施設等の活用の観点から、それぞれ企画を持ち寄り、社会教育事

業等企画委員会において調整し、決定する。 

社会教育事業の日程の決定に当たっては、施設提供業務との関係に十分に配慮すること

とする。（既に受け付けている予約を優先する。また、多くの利用が見込まれる時期は避け

る等） 

社会教育事業等企画委員会は、都が事務局となり設置し、開催する。 

イ 準備及び実施 

事業者は、都に対して、準備及び実施に当たって必要な助言、情報提供を求めることが

できる。 

都は、都に蓄積されたノウハウや情報を事業者に提供する。 

ウ その他  

事業者は、必要と思われる場合及び都からの求めがあった場合は、準備及び実施に係る

進ちょく状況を報告すること。 

都は、随時、東京都の施策の方針等を事業者に示す。 

 

４ 青少年の活動に関する相談への対応、情報収集・提供（ユース・スクエアの運営） 

(1) 概要 

ア 趣旨 

青少年等の文化、スポーツ、野外活動等の自主的な活動を促進するため、青少年の活動

に関する相談・問い合わせに対応して情報等を提供するとともに、利用団体や青少年（個

人も含む。）をはじめとした来館者の交流と情報交換の機会や場を提供する。これらの機能

を展開する場を「ユース・スクエア」と称する。 

ユース・スクエアは、広く若者文化の発信と受信のできる場とするとともに、本件施設

に関する様々な取組や情報を集約的に表現する場として、本件施設をＰＲし、印象づける

役割を持つ。 

業務を行う場所は、日常的に予約なしで自由に立ち寄れる場所で、掲示・展示スペース

のほか、ミニステージや多目的スペース等を備え、簡易なイベントに使える空間を想定し

ている。 

また、ユース・スクエアの企画・運営等に青少年がボランティアとしてかかわる仕組み

を作り、青少年が自主的・主体的に活動する経験ができる場とする。 

イ 業務内容及び留意事項 

事業者は、ユース・スクエアに係る企画、準備、実施業務を行うこと。 

ユース・スクエアの運営に当たっては、設置の目的に基づき、利用団体や訪れる青少年

の傾向、本件施設の他の事業、周辺施設等及び関連施設等との連携、社会状況の変化等に

常に配慮し、それらに的確かつ柔軟に対応したものとなるよう心がけること。 

各業務の考え方及び詳細については、以下の各項及び別紙５に示すとおりである。 
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また、企画及び実施に当たって、事業者は都に対して、都に蓄積された情報やノウハウ

の提供等を求めることができる。都は、事業者に対して情報やノウハウの提供等の積極的

な協力を行い、事業者の業務が円滑に遂行できるよう支援する。 

 

(2) 活動に関する相談への対応 

 事業者は、文化、スポーツ、野外活動等に興味・関心を持ち、何らかの活動を希望する青

少年及び自主的に活動するサークル等からの求めに応じて、活動を促すため又はサークル運

営等を効果的・円滑にするために有益と思われる助言、情報提供、関連する施設、機関、団

体等の紹介等を行うこと。 

 

(3) 活動情報の収集と提供 

 青少年の自主的活動の振興のため、事業者は、下記の情報を収集、整理、編集し、掲示、

配布等の方法により、広く提供すること。 

ア 活動情報 

文化、スポーツ、野外活動等に関して、活動を希望する青少年が参加可能なサークル情

報、活動しているサークル・団体等に有益な練習や発表会場についての情報、関連する各

種事業やイベント等の情報 

イ 団体情報 

文化、スポーツ、野外活動等にかかわって活動する団体・NPO、青少年の育成にかかわっ

て活動する団体・NPO 等についての情報（名称、特徴、活動内容、連絡先等） 

ウ その他の情報 

文化、スポーツ、野外活動等に関心を持つ青少年や利用団体に有益と思われる各種の情

報 

 

(4) 利用団体相互の交流の促進 

 利用団体の活動意欲を高めるとともに、様々な団体等が相互に知り合い刺激し合うきっか

けとして、本件施設を利用する団体等の交流を促進すること。 

ア 交流機会の設定 

事業者は、本件施設で活動する団体等に、活動成果の発表の機会を企画し提供すること。 

発表の機会の設定に当たっては、他の利用者及び来館者等が気軽に見られるように日時、

場所、方法、ＰＲ等を工夫するとともに、多様な団体が参加できるようテーマや分野等に

配慮すること。状況によっては、多目的ホール等、他の施設を活用して行うこと。 

イ 掲示板等の設置 

事業者は、利用団体及び利用者相互の情報交換や交流を促進するため、団体等が自主的

に情報を提供・収集できる掲示板等を設置・管理すること。 

ウ その他 

事業者は、その他、設置の目的に照らして効果的と思われる取組を適宜実施すること。 
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(5) ボランティアの活用 

 事業者は、ユース・スクエアで行われる上記各事業の企画、準備、実施等に青少年がかか

わることのできる仕組み（計画、ＰＲ，募集等）を作り、活動を希望する青少年を受け入れ

ること。 

 ボランティアの活動に当たっては、活動にかかわることでその青少年が自主的、主体的に

物事に取り組む経験、他のボランティア等と協力し合って問題を解決する経験等ができるよ

う、配慮すること。 

 

(6) その他 

 事業者は、その他、設置の目的に沿って、ユース・スクエアの趣旨を効果的に実現するた

めに有効と思われるイベント、展示、掲示等を行うこと。 

 

５ 活動プログラムの提供 

(1) 趣旨 

多くの人々が本件施設を訪れ、活動や体験を楽しむことができるよう、本件施設及び近隣

の環境や周辺施設等を活用した野外活動、自然体験、ものづくり（工芸）等の魅力的な活動

プログラムを作成し、提供する。 

特に、本件施設の宿泊機能を生かした宿泊付のメニュー等を用意することにより、宿泊施

設の有効活用を図る。 

また、青少年に不足している体験活動のひとつとして、学校、青少年団体等の体験学習・

活動の機会を積極的に提供する。 

 本業務についての考え方や事例等は別紙６に示すとおりである。 

 

(2) 業務内容 

 事業者は、以下の業務を行うこと。 

ア 各種プログラムの企画、作成及びＰＲ 

イ 来館者へのプログラムの提供 

ウ 学校等団体へのプログラム提供に際して必要な打ち合わせ、材料・設備・指導者等のコ

ーディネート等 

エ 必要に応じて、指導者・ボランティア等の募集及び登録等 

 

(3) 留意事項 

ア プログラムの作成及び提供に当たっては、事業者のノウハウを生かすとともに、指導者

や協力者としてボランティア、ＮＰＯ、専門家等を活用するなど、多様で魅力的なものと

なるよう工夫することが望ましい。 

イ 事業者は、プログラムの提供･指導に当たって、利用者又は利用団体から材料費等の費用

を徴収することができる。 

ウ 企画及び実施に当たって、事業者は都に対して、都に蓄積された情報やノウハウの提供
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等を求めることができる。都は、事業者に対して情報やノウハウの提供等の積極的な協力

を行い、事業者の業務が円滑に遂行できるよう支援する。 

 

６ その他の業務 

(1) 営業及び広報活動 

ア 営業活動 

事業者は、本件施設の利用が見込まれる団体等への営業活動を行い、施設のＰＲ及び利

用促進に努めること。 

イ 広報活動 

事業者は、施設のＰＲ及び情報提供のために、以下の例を参考に、必要な媒体の作成、

配布、管理等を行うこと。 

(ｱ) インターネットのホームページの開設、更新等 

(ｲ) 施設案内リーフレットの作成・配布 

(ｳ) 情報紙等の定期的な発行 

(ｴ) 各事業のチラシ等の作成・配布 

(ｵ) 必要に応じて、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等の媒体を活用したＰＲ 

(ｶ) 事業報告書又は事業概要等、本件施設の業務等を紹介する資料の作成・配布 

ウ 留意事項 

広報及び営業活動は、開館前から十分な余裕を持って開始するとともに、開館後も適切

な見直しを行うなど、効果的なものとなるよう留意すること。 

エ その他 

都は、東京都教育委員会が作成する媒体への掲載等、可能な範囲で広報活動への協力を

行う。 

 

(2) 利用者モニタリング 

 事業者は、以下の方法により、利用者等の意見や要望を把握し、運営に反映させるよう努

めるとともに、結果について都に報告すること。 

ア 利用者アンケート 

施設利用者を対象に、本件施設において提供するサービスの評価に関するアンケート調

査を日常的に実施する。事業者は、アンケート用紙の作成、回収及び分析を行う。 

イ 利用者懇談会 

施設利用者の中から希望する者を募り、施設の運営についての意見等を聞く利用者懇談

会を、年に１回以上開催する。事業者は、日時等の設定、参加者の募集、会の運営等、開

催に必要な業務を行う。 

ウ 社会教育事業参加者アンケート 

社会教育事業の参加者へのアンケートを実施する。事業者は、アンケート用紙の作成、

回収、分析及び事業の評価を行う。 
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(3) 周辺諸施設等との連携 

 本件施設の周辺には、八王子市川町運動場、八王子市夕やけ小やけふれあいの里、多摩森

林科学園、高尾山、その他の施設や史跡等があるほか、多摩地域の森林等の豊かな自然環境

にも近い。各種プログラムの開発や社会教育事業等の企画･実施をはじめ、施設の運営に当た

っては、これらの体験学習等に活用できるさまざまな周辺施設等を十分に活用し、効果的な

展開ができるよう努めること。 

 また、隣接する八王子市川町運動場等とは利用者の受付及び利用（川町運動場利用者の本

件施設利用及び本件施設利用者の川町運動場利用）に当たっての連携を進めるとともに、他

の周辺施設についても連携プランの作成等に努めること。 

 

(4) 企業協賛金の獲得等 

ア 企業協賛金の獲得 

本件施設における各種事業の実施に当たっては、趣旨に賛同する企業等からの協賛金等

を活用し、事業参加者あるいは施設利用者がより低廉な料金で参加あるいは利用できるよ

うに努める。 

協賛金の負担者に対しては、事業の実施に当たって協賛社名を登載すること、チラシ、

案内等に広告を載せること等、協賛金額に応じたサービスの提供を行うことができる。 

イ 広告 

屋外広告については、自家用広告の表示は可能であるが、その場合は、関係法令の定め

による許可等が必要である。 

 

(5) 開業前の業務 

 事業者は、本件施設の開業（運営開始）以前に、以下の業務を行うこと。 

ア 営業活動及び必要な広報活動 

イ 各種の問い合わせへの対応 

ウ 利用受付及び必要に応じて料金の徴収業務 

エ 社会教育事業の企画及び社会教育事業等企画委員会への出席 

オ 青少年の活動に関する相談への対応、情報収集・提供（ユース・スクエアの運営）に必

要な情報の収集、企画立案 

カ 活動プログラムの提供業務に必要なプログラムの企画立案、作成 

キ 運営業務計画書及び必要な業務報告書の都への提出 

ク その他開業を円滑に進めるため又は開業後の運営を効果的にするために必要と思われる

業務 
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第５ 維持管理業務要求水準 

 

維持管理業務の概要 

事業者が行う業務 業務内容 

経常修繕 軽易で経常的な建築物等の点検・修繕 修繕業務 

計画修繕 計画的な建築物･設備等の修繕 

日常清掃 施設全般の日常的な清掃 

定期清掃 月 1回程度の清掃 

清掃管理業務 

その他 日常清掃及び定期清掃以外の清掃 

運転･監視業務 設備の適正な運用のための運転･監視等 

日常巡視点検業務 日常の機器運転管理、点検、整備等 

設備機器運転管理業務 

定期点検･測定･整備業務 法令点検、機能点検、機器動作特性試験等 

定位置業務 部外者の出入状況確認、鍵の受渡（保管及び記

録）、不審者の発見及び侵入阻止、来訪者の応対、

遺失品管理 

急病等の発生時の対応 

警備日誌の作成等 

保安警備業務 

巡回業務 各階戸締、消灯等の確認、各室の異常の有無の確

認、各所の火災予防点検、不審者の発見・排除 

警備日誌の作成 

植栽管理業務 

 

せん定、刈り込み 

潅水、施肥、病害虫駆 

養生等除 

 

１ 修繕業務 

事業者は、建築物の機能と環境を維持し、本件施設におけるサービス提供が常に円滑に行わ

れるよう、経常修繕及び計画修繕業務を行うこと。 

(1) 経常修繕 

事業者は、施設を適切に運営するために必要な修繕･補修について、日常的に点検を行い、

確実に実施すること。 

(2) 計画修繕 

事業者は、施設の現況及び自らの改修内容を踏まえ、本件施設の機能及び性能を適切に維

持するとともにライフサイクルコストの低減を図るため、計画的に建築物、設備等の修繕（「計

画修繕」という。）を行うこと。 

なお、本件施設は事業期間終了後も同様の目的で運営することを想定している。計画修繕

のプランの作成に当たっては、少なくとも運営開始後 20 年間の施設運営継続が可能となるよ

う考慮すること。 



 

- 36 - 

 

２ 清掃管理業務 

事業者は、屋上を含む全館及び敷地内について、良好な環境衛生、美観の維持に心がけ、施

設としての快適な空間を保つために、清掃業務を実施すること。 

 清掃は、できる限り利用者の妨げにならないように実施すること。 

(1) 日常清掃 

事業者は、施設全般について日常的に清掃を行い、施設、備品、器具等が常に清潔な状態

に保たれるようにすること。 

また、消耗品は常に補充された状態にすること。 

(2) 定期清掃 

事業者は、日常清掃では実施しにくい清掃等を確実に行うため、月 1回程度の定期清掃を

実施すること。 

(3) その他 

事業者は、日常清掃及び定期清掃のほかにも、必要に応じて清掃を実施し、施設の良好な

環境衛生、美観の維持に努めること。 

 

３ 設備機器運転管理業務  

事業者は、施設の機能を維持するとともに、施設利用者が快適に施設を利用できる良質な

環境を提供するため、設備機器について、以下の業務を行うこと。業務に当たっては、確実

性、安全性及び経済性に配慮するとともに、正常に機能しないことが明らかになった場合に

は適切な方法により対応すること。 

(1) 運転監視業務 

 設備の適正な運用を図るために行う運転及び監視並びにこれに関連する電力、用水、燃料

等の需給状態を管理すること。 

また、設備に応じて、適切な運転記録をとること。 

(2) 日常巡視点検業務 

 日常の機器運転管理、点検、整備を行うこと。 

また、点検及び正常に機能しない際の対応等について、適切に記録を残すこと。 

(3) 定期点検･測定･整備業務 

 法令点検及び機能保持のため、年 1 回以上運転中の機器を停止し、外観点検、機能点検、

機器動作特性試験、整備業務を行うこと。 

また、点検及び正常に機能しない際の対応等について、適切に記録を残すこと。 

 

４ 保安警備業務 

事業者は、本件施設の防犯、防火及び防災に万全を期し、利用者が安心して利用できる環境

の確保のために保安警備業務を行うこと。本件施設は宿泊施設であるため、夜間の宿泊者の安

全及び緊急時の対応については特に留意すること。 

業務に当たっては、建物の使用目的、使用内容等を充分に把握するとともに、警備業法、労
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働基準法等関係法令及び監督官庁の指示を遵守すること。 

(1) 定位置業務 

定位置において、部外者の出入状況の確認、鍵の受渡（保管及び記録）、不審者の発見及び

侵入阻止、来訪者の応対、遺失品管理等を行うこと。 

また、急病の発生等の場合には適切に対応すること。 

警備日誌を作成すること。 

(2) 巡回業務 

各階戸締、消灯等の確認、各室の異常の有無の確認（野外活動施設の活動終了及び消火確

認を含む。）及び各所の火災予防点検を行うこと。侵入者･不審者等を発見した場合は、適切

に対応すること。 

警備日誌を作成すること。 

 

５ 植栽管理業務 

 事業者は、本件施設敷地内の高木、灌木、芝生等の植栽及び植栽地内について、適切な方

法により、せん定、刈り込み、潅水、施肥、病害虫防除、養生等を行い、周辺環境と調和し

た本件施設の美観を保持すること。 

業務に当たっては、利用者の安全を図るよう十分配慮するとともに、できる限り利用者の

妨げにならないように実施すること。 

使用薬剤、肥料等は、環境及び安全性を考慮すること。 
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第６ その他 

 

１ 施設名称について 

 本件事業により建設・運営される施設の名称は、名称が施設のイメージの形成・集客にかか

わりが深いため、運営主体となる事業者と都が、落札後に協議し決定するものとする。 

 名称の検討に当たっては、以下の点に留意すること。 

(1) 施設名称は、施設の設置目的及び基本コンセプトを踏まえ、施設イメージの向上に資する

よう配慮する必要がある。 

(2) 第三者に「ネーミングライト（施設命名権）」を販売して、施設名称を設定することも可

能とする。その場合、青少年社会教育施設にふさわしくない業種のネーミングは不可とする

（例：風俗産業等）。 

 また、ネーミングライト販売に伴う事業者の収入については、都と事業者の協議により定

める一定割合を、都が支払うサービス購入料の低減に充当することとする。 

(3) 施設名称のＰＲ効果をより高めるために必要な屋外広告表示については、関係法令の定め

による許可等が必要である。 

 

２ 運営体制の整備等 

(1) 全般的事項 

ア 事業者は、本件事業を円滑かつ適切に遂行することが可能な運営・維持管理体制を構築

すること。特に本件施設は宿泊施設であるため、夜間においても警備員等を必ず配置し、

安全管理や急病等への対応に万全を期すこと。 

イ 運営に当たっては、アウトソーシングなど事業者の創意工夫により柔軟かつ効率的な運

営体制を整えること。 

ウ 本件施設には、都職員は配置しない。 

 

(2) 社会教育業務に関する職員配置 

 社会教育事業の実施、ユース・スクエアの企画・運営等については、社会教育に関する専

門性が必要であるので、開館日においては、社会教育主事の有資格者（配置後 12 ヶ月以内の

取得も可）を勤務させること。 

 ここでいう社会教育主事の有資格者とは、大学において、社会教育法第９条の４第３号に

定める社会教育に関する科目の単位を修得した者又は同法第９条の５に定める講習を修了し

た者をいう。 

  

３ 都への報告等 

(1) 都への報告 

 事業者は、各事業年度の業務計画書を作成し、事前に都へ提出すること。 

また、各月ごとに業務報告書を作成し、都へ提出すること。 
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(2) 諸様式の整備 

 事業者は、施設利用申込書をはじめ、施設の運営に必要な諸様式を定めるものとする。 

 

４ 備品等の整備、更新 

(1) 備品の管理 

 事業者は本業務要求水準書（第２－３「施設仕様」等）を参考に、運営上必要な備品を適

宜整備し管理するものとする。 

なお、別冊１に示す八王子高陵高校の備品のうち、事業者が本件施設での活用を希望する

ものについては、都が無償で事業者に譲渡する（事業者は、落札後、平成 15 年 9 月末日まで

に、八王子高陵高校の備品のうち必要な備品を選定すること）。その場合、事業者は当該備品

についても事業者が新たに整備する備品と同様に管理を行うこと。 

また、施設における活動に支障をきたさないよう、事業者は備品の管理を行うとともに不

具合の生じた備品については随時更新を行うこと。 

 

(2) 備品台帳 

 備品の管理に当たっては、事業者は備品台帳を作成し、確実に行うこと。備品台帳に記載

する事項は、品名、規格、金額（単価）、数量を必ず含むこと。 

 なお、備品とは、比較的長期間にわたって、その性質、形状等を変えることなく使用に耐

えるもので、購入価格が単価５万円以上の物品をいう。 

 

５ 記録の保管 

事業者は、本件事業の実施に伴って作成･整備した図面、記録類について、汚損、紛失等のな

いよう適切な方法で保存･保管すること。 

保存の期間は、最低、以下の通りとする。 

(ｱ) 建築、設備関係図面 

（配線図、平面図、配管図、各種施工図、竣工写真）      永 年 

(ｲ) 協力業者一覧表、メーカーリスト、各取扱説明書、保証書    永 年 

(ｳ) 設備機器台帳、計器台帳、工具台帳              永 年 

(ｴ) 官庁届出控、報告控                     永 年 

(ｵ) 年間、月例定期点検、測定記録                ５ 年 

(ｶ) 業務連絡簿、年間･月間作業計画表、管理日報･月報       ３ 年 

(ｷ) 日誌（機器運転日誌、作業日誌）               ３ 年 

(ｸ) 日誌（透視点検記録）                    ３ 年 

(ｹ) 事故、障害記録                       ３ 年 

(ｺ) 補修、改修記録                       ３ 年 
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６ 適用法令等 

事業者は、本件事業の実施に当たっては、関連が予想される別紙７に示す法令その他関連法

令等を遵守すること。 

 

 

７ 民間提案事業等の実施（任意） 

事業者は、生涯学習の振興や施設利用者の利便の向上を図る観点から、自らの創意工夫によ

る事業を実施することができる。本事業の実施は事業者の任意であり、必ず実施しなければな

らないものではない。 

(1) 本件施設を活用した事業（文化・スポーツ教室等） 

ア 考え方 

施設提供業務及び社会教育事業を妨げない範囲で、文化･学習施設、スポーツ施設及び野

外活動施設並びに宿泊施設を活用し、広く都民の文化･学習活動、野外活動等の生涯学習機

会の充実を図るための各種の事業（文化･スポーツ教室等）を企画･実施することができる。 

イ 留意すべき事項 

施設の有効利用の観点から行う事業であるため、一般の施設利用が少ないことが見込ま

れる時期（平日等）に実施すること。 

原則として、参加者からの参加費を持って運営にあたること。 

公序良俗に反しないもので、関連する法規を遵守し、設置の目的、運営理念等に沿った

内容とすること。 

 

(2) 新たな施設･設備等を設けて行う事業（民間提案事業） 

ア 考え方 

本業務要求水準書で要求する施設のほかに、事業者が新たな機能を設けて、又は敷地内

に新たな施設等を整備して事業を行うことができる。本事業の実施、実施する場合の事業

期間の設定、事業期間中の事業の変更等は事業者の任意とする。土地及び施設の使用料は

免除する。 

イ 留意すべき事項 

(ｱ) 公序良俗に反しないもので、関連する法規を遵守すること 

(ｲ) 民間提案事業の収益は、利用者の利便の向上、営業広報活動の一層の充実、集客の向

上等に資するように努めること。 

(ｳ) 民間提案事業に係る会計と多摩地域ユース･プラザ本体の会計を別にするほか、民間提

案事業の実施が、多摩地域ユース･プラザ本体の運営に支障を及ぼすことのないようにす

ること。 
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別紙１  多摩地域ユース・プラザ面積参考表 ※１ 

 

      

多摩地域ユース･プラザ 八王子高陵高等学校 

    (㎡)

備 考 

  (㎡) 

 宿泊室 1,986 宿泊定員 200 人程度   

 リネン室 112   教室 3,909

 会議･研修室 268 ４室程度（和室含む）   

 音楽･演劇室 201 ３室程度   

 工芸室 406
団体貸出用及び個人

利用ｽﾍﾟｰｽ 
  

文化・宿泊棟 その他 908 ※２   

（旧校舎棟） 保健室・保育室等 134     

 倉庫 287     

 ラウンジ 56     

 事務室･中央監視室 235  事務室･校長室等 235

 宿泊者用ラウンジ 356   図書室 356

 レストラン 356   職員室 356

 ユース・スクエア 600   

 ラウンジ 447   
昇降口 1,047

 共用施設 4,040   共用施設 4,429

スポーツ棟 浴室・ランドリー等 456 ﾌﾟｰﾙを廃止して整備 プール ―

(旧体育館・ 第１体育室 864   体育館 864

旧格技棟） 第２体育室 475 既存の剣道場を活用 剣道場 475

 第３体育室 299 既存の柔道場を活用 柔道場 299

 業者控室 300   部室、教官室 300

 更衣室・ｼｬﾜｰ・共用施設 1,746  更衣室･ｼｬﾜｰ･共用施設 1,746

合計 
  

  14,532

  

  

  

  14,016

 

 テントサイト  

 野外炊さん場  

 ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ場 

約 2,500 ㎡

 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｺｰﾄ 

2 面 

1 面 

野外活動施設･ 芝生広場 約 6,000 ㎡  200m 

屋外ｽﾎﾟｰﾂ施設 グランド 約 4,000 ㎡  
グランド 

ﾄﾗｯｸ
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 テニスコート 3 面  テニスコート 3 面 

 畑 800 ㎡   

 散策路   上記以外の敷地内の 

屋外トイレ    

その他屋外部分  倉庫、駐車場等 

屋外･山林部分等 

 

※１ 本表は、あくまで一つの参考として提示するものである。事業者は、需要動向、自らの運

営方法、将来の方向性等を勘案し、適切な施設を提案すること。 

※２ 表中「その他」として示した部分は、例えば倉庫等で暫定的に活用しながら、将来のニー

ズ変化や運営後の動向に柔軟に対応するための予備的な空間として留保しておくことも可能

である。 
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別紙２  対象者の分類 

 

１ 主たる対象者 

(1) 自主的に活動する団体･サークル等 

ユース･プラザ施設（文化・学習施設、スポーツ施設及び野外活動施設）及び周辺施設等（八

王子市川町運動場、八王子市夕やけ小やけふれあいの里、多摩森林科学園、高尾山、その他

周辺の各種の史跡や自然環境等）を利用して活動する団体 

(2) 学校教育活動として利用する団体 

教育課程の一環として本件施設を利用する小学校、中学校、高等学校、盲･ろう･養護学校

等（移動教室、生活訓練、体験学習、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ等） 

(3) 個人利用者 

本件施設及び近隣施設等を使って活動する個人及び社会教育事業参加者 

 

２ その他の対象者 

上記以外の利用（例えば、観光、ビジネス等、専ら宿泊施設のみを使う利用等）についても、

施設を有効に利用する観点から対象とする。 
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別紙３  基本料金体系の上限額 

 

 

１ 文化・学習施設 

既存校舎等を活用して整備する文化･学習施設については、全日利用の場合の平方メートルあ

たりの単価に換算して 100 円を上限とする。 

 

なお、以下に料金体系のイメージとして、表を示すが、各室の種類や広さ等は事業者の提案

による。 

 一般の利用 青少年団体の利用 

面積 午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日
施設名 

(㎡) （円) (円) (円) (円) (円) (円) (円) (円) 

音楽・演劇室1 33 1,300 1,300 1,700 3,300 700 700 900 1,700 

音楽・演劇室2 67 2,600 2,600 3,400 6,700 1,300 1,300 1,700 3,400 

音楽・演劇室3 101 3,800 3,800 5,100 10,100 1,900 1,900 2,600 5,100 

工芸室(団体貸出用) 100 3,800 3,800 5,000 10,000 1,900 1,900 2,500 5,000 

会議･研修室1 33 1,300 1,300 1,700 3,300 700 700 900 1,700 

会議･研修室2 33 1,300 1,300 1,700 3,300 700 700 900 1,700 

会議･研修室3 67 2,600 2,600 3,400 6,700 1,300 1,300 1,700 3,400 

会議･研修室4 135 5,100 5,100 6,800 13,500 2,600 2,600 3,400 6,800 

ⅰ 「青少年団体の利用」とは、22歳以下の者及び大学生以下が過半数を占める４名以上の

団体が利用する場合をいう。 

「一般の利用」とは、「青少年団体の利用」以外をいう。 

ⅱ 「午前」とは 9:00～13:00、「午後」とは 13:30～17:30、「夜間」とは 18:00～22:00 をいう 

 

２ スポーツ施設 

一般の利用 青少年団体の利用 

面積 午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日 
施設名 

(㎡) （円) (円) (円) (円) (円) (円) (円) (円)

第１体育室 864 14,300 14,300 19,100 38,100 7,200 7,200 9,600 19,100 

第２体育室 475 8,400 8,400 11,200 22,400 4,200 4,200 5,600 11,200 

第３体育室 299 4,300 4,300 5,700 11,400 2,200 2,200 2,900 5,700 

ⅰ 「青少年団体の利用」とは、22歳以下の者及び大学生以下が過半数を占める４名以上

の団体の利用をいう。 

「一般の利用」とは、「青少年団体の利用」以外をいう。 

ⅱ 「午前」とは9:00～13:00、「午後」とは13:30～17:30、「夜間」とは18:00～22:00
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をいう。 

ⅲ 第１体育室については、上記金額の半額で、半面使用（使用可能面積の２分の１を使

用する場合をいう）を認める。 

 

３ 野外活動施設 

 一般の利用 青少年団体の利用 

テントサイト 1 張 1 泊 2,000 円 1 張 1 泊 1,000 円 

炊さん場 1 回 4 時間 1,000 円 

（宿泊利用者は無料） 

1 回 4 時間 500 円 

（宿泊利用者は無料） 

ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲｱｰ場 無料 無料 

ⅰ 「青少年団体の利用」とは、22 歳以下の者及び大学生以下が過半数を占める４名以上の団体の

利用をいう。 

  「一般の利用」とは、「青少年団体の利用」以外をいう。 

ⅱ 「宿泊利用者」とは、本件施設の宿泊室およびテントサイトに宿泊する団体をいう。 

 

 

４ 宿泊施設 

 下記に示す料金は、本件施設の文化・学習施設、スポーツ施設、野外活動施設または周辺施設

等を利用する活動のための宿泊及び本件施設が主催する宿泊を伴う講座等のための宿泊につい

ての料金である。 

なお、本件施設においては、家族及び個人の宿泊施設の利用も可能とする。 

              １人１泊         （円）  

少年 青年 一般 

団体タイプ宿泊室 2,000 3,000 4,000
個室タイプ宿泊室 3,500 4,500 5,500

ⅰ 「少年」とは、学齢１年前の者、小学校の児童及び中学校の生徒をいう。「青年」とは、

22 歳以下の者及び大学生で、少年以外の者をいう。「一般」とは、少年及び青年以外の

者をいう。年齢の区分は、宿泊者本人（個人）の属性により判断する。 

ⅱ 学齢１年前未満の者については、宿泊施設使用料金を徴収しない。ただし、１人分の

ベッドまたは布団を使用する場合は、上記「少年」の料金を徴収する。 

 

 

 

※本料金体系は、区部ユース･プラザ(仮称)の料金体系、都内及び近県の類似施設（国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合

ｾﾝﾀｰ等）を参考にして作成したものである。 
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別紙４  「社会教育事業の実施」補足説明 

 

１ 考え方 

 本項でいう「社会教育事業」は、特に公共性・社会性の強いもので、都の政策的要請を踏ま

え、本件施設の主催事業として行うもの（講座、体験活動、交流等）である。 

 以下に示す観点からの事業を想定している。 

(1) 東京都の施策に連動した事業 

【例】「心の東京革命」等施策に関連したもので、施設等を中心にして展開した方が効果的な

もの（体験活動、宿泊交流事業、シンボル的な発信事業等） 

(2) 青少年の自立と社会性の発達に必要なもので先導的・誘導的な事業 

【例】人権問題等社会性の強いもので普及や深化が望まれるもの、ＮＰＯとの連携事業等新

たな手法を取り入れたもの等 

(3) 区市町村等では対応しにくい事業 

【例】障害者のスポーツ事業、指導者等育成事業など、施設・設備や専門性、広域性が求め

られ、区市町村等では対応しにくいもの 

 事業の例は、【別表】に示すとおりである。 

なお、社会教育事業は、その時代の状況や課題に対応して企画、実施すべきものであり、実

施する事業の数、各事業のテーマ、方法、規模等をあらかじめ規定しておくことは適当ではな

い。したがって、本業務要求水準書で規定する当該業務も、主にその考え方と事業計画の決定

方法を提示するものであり、また、別表に示す事業の例もあくまで現段階での一つの想定であ

る。 

 

２ 民間との協働の考え方（民間への期待） 

 社会教育事業の企画においては、都の政策上の要請に加え、民間（事業者）において蓄積さ

れた情報や経験、その視点から得られる現場の問題意識等を取り入れ、共に作っていくことに

より、多角的にニーズを把握し、より現実や実態に即した企画の実現を目指している。 

 また、実施に当たっては、民間（事業者）のノウハウや情報収集力や機動性、柔軟性を十分

に活かし、効率的かつ効果的な事業の実現を期待している。 

 

３ 実施方法 

(1) 実施の流れ（【別図】参照） 

 実施する講座等については、実施前年度の５月～７月に、テーマ（趣旨･ねらい）、主たる

対象層、人数、延べ日数等について、都と事業者とがそれぞれの企画等を持ち寄り、都、事

業者、有識者等で構成する社会教育事業等企画委員会で検討・調整を行い、実施計画を決定

する。 

 社会教育事業等企画委員会で決定された内容に基づき、都は予算を措置する。事業実施年

度に民間事業者は主催事業を実施し、都は実施確認後に社会教育事業の実施に係るサービス

購入料を支払う。 
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 都は、随時、東京都の施策の方針等を事業者に示す。 

 

(2) 企画に当たって事業者に期待すること 

・上記の考え方及び都が事前に示す施策の方針等に基づいた企画立案 

・本件施設に訪れる青少年等の傾向、特徴、ニーズ等の把握とそれに基づいた企画立案 

・近隣の施設、関連施設等の動向の把握とそれに基づいた企画立案 

 

４ 業務の具体的内容（例） 

(1) 企画立案 

・課題の整理 

・ニーズの把握  

・事業の趣旨・ねらい、主な対象、規模等を企画 

 

(2) 社会教育事業等企画委員会への出席 

・企画の説明 

・都との協議 

 

(3) プログラムの作成等 

・実施日時、場所の確定 

・当日の時程の作成 

   

(4) 講師等の委嘱 

・講師、指導者等の選定 

・打診 

・委嘱 

・事前打ち合わせ等 

・運営スタッフ（ボランティア含む）等の確保、打ち合わせ（趣旨、目的の共通理解）等 

 

(5) ＰＲ及び問い合わせへの対応 

・チラシ、ポスター等の作成 

・チラシ、ポスター等の配布（都内社会教育施設、関係機関・施設、その他） 

・ホームページでのＰＲ 

・その他、各種媒体を活用したＰＲ 

・都民等からの問い合わせへの対応 

 

(6) 応募受付 

・参加希望者からの応募への対応 

・参加者の決定 
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・受付の確認、名簿の作成・管理 

・資料・参加案内等の作成、送付 

 

(7) 実施にむけての準備 

・必要な会場・設備・備品等の手配・調整 

・教材、配布資料、掲示物等の作成 

・関係者、スタッフの打ち合わせ、調整等 

・参加者の班編成等 

 

(8) 実施当日の準備及び運営 

・会場設営 

・参加者の受付、案内 

・講師等の対応（直前打ち合わせ、接待） 

・司会進行 

・参加者の健康状態の把握（特に参加者が子供や障害者の場合）及び安全管理 

・ボランティア等への指示 

・講師等への謝礼等の支払い 

・会場の片づけ 

 

(9) 参加者へのアンケート調査の実施・分析 

・アンケート用紙等の作成 

・依頼、回収 

・分析、評価 

 

(10) 参加者からの実施後の問い合わせ等への対応 

・参加後の自主的な活動への支援（情報提供、助言等） 

・感想、意見、今後の要望等の聴取 

 

(11) 実施結果の都への報告 

・実施状況、参加者の状況 

・成果、反省、課題等事業の評価 

 

(12) その他講座等の趣旨を効果的に実現するため又は準備及び実施を円滑に進めるために必

要な業務 
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【別図】社会教育事業  実施の流れ 

 

                       【都】           【事業者】 

   

 政策的な要請、区市町村のニーズ 現場のニーズ、利用者等の状況 

  周辺環境の変化 

   

   

       

  事業の企画   事業の企画  

       

   

  

５月    

  企画委員会  

    

  

  

７月  翌年度社会教育事業の実施計画の決定  

  

   

     

       

  予算要求   事業準備  

       

       

     

     

１月  予算原案     

     

     

翌年度   

     

   事業の実施  

  サービス購入料支払い     
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【別表】社会教育事業の例 

事 業 名 規 模 

東京都の施策に連動した事業（「心の東京革命」等）                                     

親子ふれあいキャンペーン事業（親子での体験活動） １泊 2日×３回 

親子でテント泊をしながら、自然観察や陶芸作品作りを行う。他の家族との交流や、親同士の情報

交換の機会ともする。 

異世代交流（地域文化体験･担い手育成事業） 日帰り4回 

近隣の伝統芸能の担い手や職人等の協力を得て、青少年がその体験をするとともに、仕事の魅

力や苦労等を聞きながら年配者等と話す機会とする。職業観等を考えるきっかけともする。 

林業体験事業（大自然塾）  

青少年に林業体験の機会を提供し、自然や自然を守る活動についての理解を深めるきっかけと

する。森林、公園、環境等、さまざまな角度からの行政やＮＰＯの取り組みとも連携する。 

野外・自然体験活動①（アドベンチャースクール） 1 泊 2 日×２回、3 泊 4 日×

青少年がグループに分かれ、近隣の川、森林、町並み等を活用したさまざまな体験活動やフィ

ールドワークを行い、集団活動や共同生活の経験の機会とする。 

社会体験事業（ボランティア等体験事業） 日帰り２回＋１泊２日

①ｷｬﾝﾍ゚ ｰﾝ等区市町村や民間を

巻き込む事業 

②啓発のための事業 

③全都に示すｼﾝﾎ゙ ﾙ事業 

近隣の諸施設等と連携し、青少年がボランティア等の活動を体験するとともに、互いにその中

で感じたことや考えたこと等を交換し合う機会を設定し、価値観の多様性や社会と自分とのか

かわり等を考えるきっかけとする。 

青少年の自立と社会性の発達に必要なもので、先導的･実験的な事業 

ＮＰＯ体験事業（ＮＰＯ体験入門） 日帰り７回 

実際に活動しているＮＰＯと連携し、青少年が実際にその現場や事務所等で日常活動を体験し、

ボランタリーに社会とかかわることの意味やそのための仕組みや課題を学ぶ機会とする。 

体験型環境学習事業（多摩スタディーワーク） ２泊３日×６回、１泊２日×１回

川や森林等、多摩地域の自然環境や地域特性を生かし、川と人のつながりを探るフィールドワ

ークや森作りの作業の体験等を行い、体験を通じて人と自然の関係等を学んでいく。 

農業等、継続的な生産体験事業 日帰り４回、１泊２日×２回

敷地内の畑で、又は近隣の農家と連携して、青少年が、植え付けから収穫までの農作業を行い

ながら、共同作業や生産活動の苦労や魅力や意義を体験的に感じ、学んでいくきっかけとする。

青少年を支えるネットワークのつどい 日帰り１回 

 

青少年の直面する今日的な課題への対応を視野に入れて活動している団体等が、官民・規模・

活動分野等を問わず広く集まり、情報交換･意見交換等を行い、新たな連携の可能性を探る。

広域的な事業 

野外・自然体験活動②（野外活動リーダー養成事業） １泊２日×２回 ①高度･専門的な事業 

②区市町村では対応しにくいもの 区市町村や少年団体等で活動するリーダー・指導者等が、野外活動や自然体験活動の企画･運営

に関する技術や知識を習得するとともに、他の地域等で活動する者との交流･情報交換の機会と

する。 
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青少年活動プログラム指導者等研修事業 １泊２日×２回  

地域の青少年指導者や少年団体の指導者等が、活動プログラム等について事例の交換や共同で

の学習・研究を行うとともに、他の地域等で活動する者との交流･情報交換の機会とする。 
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別紙５  「ユース・スクエア」補足説明 

 

１ 趣旨についての補足 

 ユース・スクエアでは、主に以下のような効果等を期待している。 

(1) 本件施設で練習・活動するサークル・団体等にとっては、単なる空間の利用に止まらず、

本件施設を利用する（訪れる）ことが、プラスアルファとして、新たな仲間や情報を得るこ

とにつながる（他の団体と出会いや交流、情報収集、団体からの情報発信、それによる活動

への刺激、ネットワークの形成、活動の幅の広がり等）。 

(2) 青少年等本件施設を訪れる個人にとっては、様々な活動や活動している団体、人々に出会

う場、様々な情報等に触れる場であり、自身の興味関心を確認・充足し実際の活動につなげ

る刺激やきっかけとなる。 

また、運営に参加できるボランティア活動の場にもなる。 

(3) ユース・プラザ（仮称）にとっては、本件施設のＰＲ及び情報発信の場であると同時に、

利用団体や青少年のニーズや関心を知るための一助となる。 

 また、様々な取組を展開することにより、施設のにぎわいを演出する場の一つとしていく。 

 

２ 各業務の例 

 以下に示す例は、あくまでイメージを喚起するための一助として示すものである。 

 業務に当たっては、これらにとらわれることなく、柔軟に創意工夫を凝らして、その趣旨を

実現するよう期待するものである。 

(1) 「活動に関する相談への対応」の例 

・合唱サークルに参加したいという、青少年からの相談 

・子供たちに陶芸の体験をさせたい、という子ども会からの相談 

・サークルのメンバーを募集したいが効果的なＰＲ方法がわからない、という相談 

・団体主催のイベントを開催したいが、講師等をどのように探したらよいかわからない、と

いう相談 

・サークルで学習会をしたいが、関連する分野のＮＰＯを知りたい、という相談 

 

(2) 「活動情報の収集と提供」の例 

 上記(1)のような相談に対応するための情報、それら情報を入手するための方法、その他

の相談・情報提供機関等についての情報等を収集・整理し、提供する。 

 

(3) 「利用団体相互の交流の促進」の例 

・日ごろ、本件施設で練習しているいくつかのダンスサークルの簡易な発表会やミニ講演会

を日曜日等来館者の多い日にユース・スクエアで行う。 

・美術や工芸を行うサークル等の作品や工芸室で制作した個人作品等をユース・スクエアで

一定期間展示する。 

・掲示板を設け、サークル・団体等が記入・作成した、サークル等のメンバー募集、劇団の
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公演のお知らせ等の情報を掲示できるようにする。 

 

 (4) 「ボランティアの活用」に係る活動の例 

・活動情報の収集、整理、編集等の作業 

・利用団体の成果発表会の準備・運営 

・活動支援プログラムの企画・作成作業 

・社会教育事業等の準備、実施当日の補助 

・館内掲示物等の作成、点検、整理 

・配布、展示物の作成、整理 

 

(5) 「その他」の例 

・ＮＰＯ等の活動を、展示・掲示、ワークショップ等のミニイベント開催等を通じて青少

年に紹介し、青少年が社会に参加していくきっかけとする。  

・日ごろふれる機会の少ない楽器の演奏が体験できるコーナー（イベント）を設ける。 

・社会教育事業等のレポート及び成果の発表の場として活用し、参加者以外にも広くその

成果を紹介する（次の事業のＰＲにもなる）。 

・中高生が企画運営するミニイベントや掲示板（中高生の情報発信コーナー）等を設け、

青少年と来館者等の接点の一つとする。 
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別紙６  「活動プログラムの提供」補足説明 

 

１ 趣旨について 

 本件施設において活動プログラムの提供を行うことについては、以下の意義や効果等を期

待している。 

(1) 本件施設の特色・魅力のひとつとして積極的に展開することで、施設を知り、親しんで

もらうきっかけとし、施設全体のイメージアップを図り、利用の促進につなげる。 

(2) 今後、学校教育の場においても、様々な体験活動のプログラムや機会が求められること

が予想されるため、本件施設の持つノウハウ、人材、情報等が、学校教育活動においても

効果的に活用されるよう連携を進める。 

 

２ 業務内容についての考え方や取り組み方の例 

 以下は、当該業務の取組についてのひとつの参考イメージである。事業者は、これ以外の

方法や仕組みを工夫することもできる。 

(1) 各種プログラムの企画、作成等 

ア 提供するプログラム等については、ユース・プラザ従業員（専門スタッフ）が作成する

ほか、プログラムの多様性を確保し、より効果的なプログラムを提供するために、外部の

指導者・ボランティアと連携して企画・作成すること等が考えられる。 

イ プログラムに必要な材料・設備等は、原則としてユース・プラザが用意・提供する（有

料）。 

(2) 指導者・ボランティア等の募集及び登録等 

指導者・ボランティアは、関連する団体や関心を持つ個人等が事前に登録することによ

り、確実な調整・提供を行う。 

(3) プログラム提供の方法（例） 

 プログラム提供の方法としては、以下のような例が考えられる。 

ア 一般利用の場合 

(ｱ) 活動プログラムのメニュー（宿泊利用とのセットプラン等も含む）を広くＰＲし、

希望者に提供する。 

(ｲ) 必要に応じて、プログラム提供実施日には、指導者・ボランティアの中から必要と

思われる人数をユース・プラザに置き、予約なしでの利用者に対応する。 

(ｳ) 指導者等の人件費は、プログラム提供にかかる利用料金により賄う。 

イ 団体利用の場合 

(ｱ) 団体等が指導を希望する場合は、事前に申込・打ち合わせを行い、団体の利用目的

等にふさわしいプログラム及び指導者・ボランティアを調整する。 

(ｲ) 指導者等の人件費は、団体から直接支払われる謝礼金（指導料）により賄う。 

(4) ユース・プラザ従業員（専門スタッフ）の役割 

・指導者等と協働してのプログラムの作成 



 

- 58 - 

・各種プログラムの把握、調整 

・ＰＲ 

・指導者やボランティア等の募集・登録 

・必要に応じて､ボランティアの養成事業や指導者・ボランティアの連絡会･研修会等の実施 

・利用希望団体との打ち合わせ 

・提供に当たっての材料・設備・指導者等のコーディネート、指導者との打ち合わせ 

・場合によっては、自らが指導等 

 

３ プログラムの例 

・ 野外炊さんを体験するプログラム 

・ 半日から数日程度でひとつの作品を制作する陶芸プログラム 

・ 敷地内及び周辺地域を使ったウォークラリーのプログラム 

・ 周辺の環境を活用した自然観察のプログラム 

・ 学校が行う体験活動、総合的な学習の時間に対応したプログラム 

・ 自然の素材を使って作る３時間程度の工作のプログラム 

・ 各種ニュースポーツの体験プログラム 

・ ＮＰＯ等と連携した簡易なワークショップ等のプログラム 

・ 手作りの楽器を作り演奏するプログラム 
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別紙７  適用法令 

 

１ 建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号） 

２ 消防法（昭和 23 年法律第 186 号） 

３ 都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号） 

４ 高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律（平成

6年法律第 44 号） 

５ 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成 12 年法律第 104 号） 

６ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和 45 年法律第 20 号） 

７ 社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号） 

８ 旅館業法（昭和 23 年法律第 138 号） 

９ 建設業法（昭和 24 年法律第 100 号） 

10 東京都福祉のまちづくり条例（平成 7年東京都条例第 33 号） 

11 東京都建築安全条例（昭和 25 年東京都条例第 89 号） 

12 東京都屋外広告物条例（昭和 24 年東京都条例第 100 号） 

13 東京における自然の保護と回復に関する条例（平成 12 年東京都条例第 216 号） 

14 その他関係法令 
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別紙８  区部ユース･プラザ(仮称)の概要 

※以下は、区部ユース･プラザの事業者提案の概要であり、参考として示すものである。 

 

Ⅰ 基本的事項 

１ 施設の設置目的 

 青少年の自立と社会性の発達を支援することと、都民の生涯学習の振興を図ることの 2 つ

を目的とする。 

 

２ 名称及び位置 

(1) 名称  区部ユース・プラザ（仮称） 

(2) 位置  江東区夢の島３番地２（都立夢の島公園内） 

 

３ 事業期間 

  平成 16 年 3 月 31 日から 20 年間 

 

Ⅱ 施設内容  

 新棟（新たに建設） 

 施設区分  床面積 概  要 

宿泊施設   2,168㎡  

    区 分  室数  定員  備 考 

   シングル   8室   8人  

   ツイン  16  32 障害者対応２室含む 

   ５人部屋  36  180  

   10人部屋   3  30 障害者対応 

    計  63  250  

  ・10人部屋を除きバス・トイレ付き 

  ・障害者対応浴室、リネン室、ランドリーを整備 

文化学習施設    55 会議研修室（和室）１室 

ユーススクエア    200 中庭もユーススクエアの一部として利用 

レストラン・売店    485 レストラン124席、再調理室、売店 

管理・共用施設   1,737 事務室、中央管理室、機械室、階段、エレベータ、トイレ等 

 合計   4,645  
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既存棟（既存の都立夢の島総合体育館を活用して整備） 

 施設区分  床面積 概  要 

文化学習施設     659㎡ 会議研修室（2室） 音楽室（2室） 演劇室（1室） 

創作活動室（1室） 多目的ホール（1室） 

スポーツ施設    7,034  第一体育室 第二体育室 第三体育室 第四体育室 

剣道室 柔道室 屋内プール 

浴室等     614 浴室、保育室、保健室、活動支援室等 

共用施設   4,223 廊下、階段等 

 合計  12,530  

 

 

 

Ⅲ 運営 

１ 施設提供業務 

(1) 対象者 

施設提供業務は、宿泊しながらあるいは日帰りで文化･学習施設及びスポーツ施設を利用し

て活動する団体等を主たる対象とする。ただし、施設の有効活用の観点から、活動施設を利

用しない者にも宿泊施設を提供することができる。 

 

(2) 施設の運営条件 

ア 開館 

原則として、通年開館とする。 

イ 開館時間 

原則として、6:00～23:00 とする。 

ウ 文化･学習施設及びスポーツ施設の利用可能時間 

9:00～22:00 を基本とする。 

エ 宿泊施設のチェックイン･チェックアウト 

原則として、チェックインは 15:00、チェックアウトは 10:00 とする。 

 

(3) 施設利用手続き 

施設利用者の利便性と施設運営の合理性に配慮し、施設利用に関する問い合わせへの対応、

予約受付、利用受付等の対応業務は、全て総合受付において一括して行う。 
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《施設利用フロー》 

 

 

(4) 利用受付 

ア 団体利用 

利用の受付は、利用希望日の属する月の 12 ヶ月前の 1日から受け付ける。 

 ただし、青少年団体の休日等の利用については、13 ヶ月前の 1日から受け付ける。 

 また、東京都又は東京都教育委員会が主催若しくは共催する事業、学校が行う学校教

育活動としての利用、全都レベル以上のスポーツ大会や交流・研修事業等は、随時受け

付ける。 

イ 個人利用 

原則として、利用当日の受付とする。 

 

(5) 施設利用料金 

ア 利用料金基本設定 【別表】に示す額を上限として設定する。 

イ 定期利用者に対する割引など、各種の割引料金の設定も予定している。 

 

(6) サービスの特徴 

・インターネットで予約することにより事前の来館は不要 

・最寄り駅からの送迎車の運行 

・宅急便の収受・手配サービス 

・宿泊室は原則としてバス・トイレ付き 

・宿泊室のベッドメイクサービス 

・スポーツ合宿利用者等の利便性向上のためのランドリーの設置 

・活動施設の継続的利用者のための貸ロッカーの設置 

・スポーツ施設について期間中フリーな個人利用が可能なカードの発売 

 

12 ヶ月前から 
（青少年団体の休日等の利用は 13 ヶ月前か

ら） 

予約後一定期間内 

 

または 

 

 

＊状況により柔軟に対
応する(予約金の省
略等)。 

 

 

予 約 申込み 利 用 

希
望
の
日
時
を
決
め
る 

電
話･

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
問
い
合
わ
せ 

施設に 

空きあり 

予 

約 
 

施設に 

空きなし 

A:予約金支払

必要に応じて 

打ち合わせ等 

必要に応じて随時 

 

 

宿泊利用 

 
 
 

日帰り利用 
（団体利用） 

 
日帰り利用
(個人利用) 

 

施
設
利
用 

パスポートの購入等

利用可能日の確認等

A:料金支払 

B:料金支払 B:確認 

料金支払 
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２ 社会教育事業 

都、事業者、有識者等で構成する社会教育事業等企画委員会により企画する。 

 

３ 青少年の活動に関する相談への対応、情報収集･提供（ユース・スクエアの運営） 

 

４ レストラン・売店の経営 

 

 

 

【別表】 

 

［宿泊施設］（税別） 

  １人１泊（円） 

  少年 青年 一般 

団体タイプ宿泊室  2,000 3,000 4,000 

個室タイプ宿泊室  3,500 4,500 5,500 

※ 「少年」は、学齢１年前の者、小学校の児童及び中学校の生徒を示す。「青年」は、22 歳以下の者及び

大学生以下で少年以外の者を示す。「一般」は、少年及び青年以外の者を示す。 

※ 学齢１年前未満の者については利用料金を徴収しないものとする。ただし、１人分のベッドまたは布

団を使用する場合は、「少年」の料金とする。 

※団体タイプの宿泊料金については、定員利用の場合の料金である。 

 

［文化学習施設］（税別）                                                        （円） 

施設名 面積 一般の利用 青少年団体の利用 

 （㎡） 午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日 

音楽室Ａ 60 2,500 2,500 3,000 6,000 1,200 1,200 1,500 3,000

音楽室Ｂ 140 6,000 6,000 7,500 15,000 3,000 3,000 3,700 12,500

演劇室 80 3,500 3,500 4,300 8,600 1,700 1,700 2,100 4,300

創作活動室 54 2,500 2,500 3,000 6,000 1,200 1,200 1,500 3,000

多目的ホール 160 8,000 8,000 10,000 20,000 4,000 4,000 5,000 10,000

会議研修室１ 55 2,500 2,500 3,000 6,000 1,200 1,200 1,500 3,000

会議研修室２ 125 5,000 5,000 6,200 12,400 2,500 2,500 3,100 6,200

会議研修室３ 40 2,000 2,000 2,500 5,000 1,000 1,000 1,200 2,500

※ 「青少年団体の利用」は、22 歳以下の者及び大学生以下が過半数を占める４名以上の団体が利用する

場合を示す。 

※「午前」は 9:00～13:00、「午後」は 13:30～17:30、「夜間」は 18:00～22:00 を示す。 
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 [スポーツ施設］ 

①団体利用（税別）                                    （円） 

施設名 面積 一般の利用 青少年団体の利用 

 (㎡） 午前 午後 夜間 全日 午前 午後 夜間 全日 

第１体育室 1410 22,000 22,000 30,400 60,000 11,000 11,000 15,200 30,000

（半面使用） 11,000 11,000 15,200 30,000 5,500 5,500 7,600 15,000

第２体育室 330 5,300 5,300 7,300 14,300 2,700 2,700 3,700 7,200

第３体育室 614 7,500 7,500 10,000 20,000 3,800 3,800 5,100 10,000

第４体育室 260 3,100 3,100 4,200 8,100 1,600 1,600 2,100 4,100

剣道場 224 3,100 3,100 4,200 8,100 1,600 1,600 2,100 4,100

柔道場 221 3,100 3,100 4,200 8,100 1,600 1,600 2,100 4,100

ｱｰﾁｪﾘｰ場 3,500 3,500 5,000 9,500 1,800 1,800 2,500 4,800

屋内プール 25Mﾌﾟｰﾙ 1ｺｰｽ2h 2,400 25Mﾌﾟｰﾙ 1ｺｰｽ2h 1,300

 初心者用ﾌﾟｰﾙ 2h 5,600 初心者用ﾌﾟｰﾙ 2h 2,900

※ 「青少年団体の利用」は、22 歳以下の者及び大学生以下が過半数を占める４名以上の団体が利用する

場合を示す。 

※ 「午前」は 9:00～13:00、「午後」は 13:30～17:30、「夜間」は 18:00～22:00 を示す。 

※ 第１体育室については、上記金額の半額で半面使用（使用可能面積の２分の１を使用）ができ

るもの 

 

②個人利用（税込）                          （円） 

施設名 貸出し単位 一般 青年 少年 

第１体育室 １人１回２時間 150 150 110

第２体育室 １人１回２時間 150 150 110

第３体育室 １人１回２時間 150 150 110

第４体育室 １人１回２時間 150 150 110

剣道場 １人１回２時間 150 150 110

柔道場 １人１回２時間 150 150 110

ｱｰﾁｪﾘｰ場 １人１回２時間 300 300 210

屋内プール １人１回 300 300 210

スポーツサウナ １人１回 650 650

※「少年」は、学齢１年前の者、小学校の児童及び中学校の生徒を示す。「青年」は、22 歳以下の者及び

大学生以下で少年以外の者を示す。「一般」は、少年及び青年以外の者を示す。 

 


